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平成 29 年度 決算報告

①町税･･･町民税、固定資産税、軽自動車税等、町
に納められる税金

⑧地方譲与税･･･自動車重量譲与税、地方揮発油
譲与税

⑨各種税交付金･･･利子割交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、自動
車取得税交付金

⑩その他交付金･･･地方特例交付金、交通安全対策
特別交付金

⑪地方交付税･･･地方公共団体が一定水準の業務が
できるよう財政状況に応じて国から交付されるお金

②分担金及び負担金･･･一定の事業により特別な利
益を受ける者からその事業に要する経費の全部また
は一部を受益に応じて徴収するお金

③使用料及び手数料
使用料･･･総合体育館等、公の施設の使用料
手数料･･･税の証明や住民票の交付等に対する手数料

⑫国庫支出金･･･国が公益性を認め、その事業を実
施するために国から交付されるお金

⑬県支出金･･･事業等特定の目的の財源として県か
ら交付されるお金

⑤繰入金･･･一般会計･特別会計･基金等の会計間で
相互に資金運用するお金

⑥諸収入･･･ほかの収入科目に含まれない収入をま
とめた科目。延滞金や預金利子、雑入等

⑭町債･･･各事業を行うために町が借り入れるお金

⑦その他･･･財産収入、繰越金

①議会費･･･議会活動にかかる経費

②総務費･･･自治振興、広報、戸籍、統計、選挙等
にかかる経費

③民生費･･･児童福祉･障がい者への福祉サービスや
老人福祉の増進、保育園の管理･運営にかかる経費

④衛生費･･･保健衛生、ごみ処理等、衛生的な生活
のためにかかる経費

⑤労働費･･･労働者への貸付等にかかる経費

⑥農林水産業費･･･農林水産業の施設整備･振興や農
業委員会の運営にかかる経費

⑦商工費･･･中小企業の振興育成･雇用促進、観光振
興にかかる経費

⑧土木費･･･道路･橋･河川･町営住宅の管理や都市計
画にかかる経費

⑨消防費･･･消防署や水防･防災対策にかかる経費

⑩教育費･･･小中学校の管理･運営、体育施設の管理
運営、社会教育、学校給食にかかる経費

⑫災害復旧費･･･自然災害等による被害の復旧にか
かる経費

歳入

歳出

歳出 ※ (　) は対前年比

用 明説語

名　称 金　額 対前年比

町民税
個 人 4億7,732万円 ＋2.0%

法 人 1億2,634万円 ＋28.6%

固定資産税 21億8,825万円 ＋8.1%

軽自動車税 3,170万円 ＋5.2%

たばこ税 6,912万円 －4.0％

入 湯 税 140万円 －7.0%

合　計 28億9,413万円 ＋7.4%

 町税の内訳

平成 29年度

決算報告
　9月5日から開会された第5回町議会定例会で平成29年度の決算が認定されました。

　今月号では、平成29年度に皆さんから納められた税金や、国または県からの収入がどのよ

うに使われたのかを報告します。

　町には、お金を出し入れ

するために3つの財布を用意

しています。

美浜町の 3つの財布

町民 1 人あたりに使われたお金
( 平成 30 年 3 月 31 日現在の人口 9,678 人で計算 ) 約 93 万 1 千円

一般会計
歳入 ※ (　) は対前年比

※実際の決算額は円単位ですが、分かりやすくするため　 
　万円単位で表示しています。

①町税
28 億
9,413 万円

(+7.4％ )

③使用料及び手数料　9,300 万円 (+5.4％ )

⑦その他　6 億 607 万円 (+39.9％ )

⑤繰入金　1 億 1,325 万円 (-93.5％ )

⑥諸収入　1 億 9,384 万円 (+28.0％ )

⑧地方譲与税　5,335 万円 (-0.5％ )

⑨各種税交付金　2 億 895 万円 (+1.8％ )⑩その他交付金　437 万円 (+6.9％ )

⑪地方交付税
8 億 6,707 万円 (-10.1％ )

⑫国庫支出金
　21 億
　4,334 万円

(+16.6％ )

⑬県支出金
15 億
5,533 万円
(-1.7％ )

⑭町債 5 億 2,818 万円 (-0.9％ )

歳入
95 億
4,548 万円
(-9.4%)

①議会費　9,145 万円
(-3.3％ )

②総務費
20 億 3,414 万円

(-13.8％ )

③民生費
14 億
3,177 万円

(+0.7％ )
④衛生費
12 億
2,132 万円
(-2.7％ )

⑤労働費　3,841 万円 (-0.0％ )

⑥農林水産業費　8 億 4,643 万円
(+12.4％ )

⑧土木費
10 億 5,013 万円(+0.2％ )

⑨消防費
2 億 9,163 万円 (-60.3％ )

⑩教育費
10 億 1,643 万円 (-23.5％ )

⑪公債費　3 億 7,582 万円 (+6.4％ )

歳出
90 億
1,208 万円

⑦商工費
5 億 7,964 万円 (-15.7％ )

(-10.5％ )
②分担金及び負担金　1 億 2,671 万円 (+7.7％ )

自主財源 (43.8％ )

依存財源 (56.2％ )

④寄附金･･･個人･団体から贈与されたお金

④寄附金　1 億 5,789 万円 (+21.0％ )

自
主
財
源
は
全
体
の
半
分
を
下
回
る

③ 企業会計

　一般の会社と同じ会計方式を

とる財布です。

　現在、町には1つだけ「上水

道事業会計」という会計があり

ます。(4頁)

② 特別会計

　特定の事業を行うために必要

なお金を出し入れする財布で

す。この財布の中は、10個に

仕切られており、｢診療所事業｣

や｢国民健康保険事業｣等があり

ます。(4頁)
① 一般会計

　町の基本的な行政サービ

スを行うために必要なお金

を出し入れする財布で、通

常はこの財布にお金を入れ

たり、そこから払ったりし

ています。(2～3頁)

成
29
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算

は
、
一
般
会
計
に
お
い
て
歳

平入
で
95
億
４
，５
４
８
万
円
、
歳
出
で

90
億
１
，２
０
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

過
去
最
大
の
決
算
規
模
で
歳
入
歳
出
と

も
に
１
０
０
億
円
を
超
え
た
平
成
28
年

度
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
規
模
は
縮
小

し
ま
し
た
が
、
過
去
10
年
間
に
お
い
て

は
3
番
目
に
大
き
な
決
算
規
模
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

前
年
度
に
比
べ
決
算
規
模
が
小
さ
く

な
っ
た
主
な
要
因
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
教
育
体
験
館｢

き
い
ぱ
す｣

の
建
設
工

事
や
、
国
体
に
向
け
た
総
合
運
動
公
園

の
大
規
模
改
修
工
事
、
原
子
力
災
害
に

備
え
た
美
浜
町
竹
波
原
子
力
防
災
セ
ン

タ
ー
及
び
美
浜
東
小
学
校
の
放
射
線
防

護
対
策
施
設
建
築
工
事
が
前
年
度
に
完

了
し
た
こ
と
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
で
は
、
基
金(

事
業
を
行
う
た
め
の

積
立
金)

等
の
繰
入
金
で
16
億
２
，２
３
７

万
円
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
が
、
町
税

は
、固
定
資
産
税
が
1
億
６
，４
１
１
万
円

の
増
収
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
町
税
全

体
で
は
2
億
7
万
円
の
増
収
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を

差
し
引
い
た
5
億
３
，３
４
０
万
円
は
、

平
成
30
年
度
に
繰
り
越
し
て
、
歳
入
の

一
部
に
な
り
ま
す
。

般
会
計
の
歳
入
は
、
町
税
や
施

設
使
用
料
等
、
町
が
自
分
の
力

一で
収
入
し
た｢
自
主
財
源｣

と
、
国
や
県

か
ら
交
付
等
を
受
け
た｢

依
存
財
源｣

に

分
か
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
自
主
財
源
比
率
が

43･

8
％
、
依
存
財
源
比
率
が
56･
2
％

と
な
っ
て
お
り
、
歳
入
の
半
分
以
上
を

他
に
頼
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　

自
主
財
源
の
割
合
が
大
き
い
ほ
ど
、

行
政
活
動
の
自
主
性
と
安
定
性
が
確
保

で
き
る
た
め
、
町
で
は
、
今
後
も
税
収

等
の
自
主
財
源
を
上
げ
る
た
め
の
施
策

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

⑫災害復旧費　3,491 万円 (前年度0円)

⑪公債費･･･地方債の元金及び利子の支払いにかか
る経費
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会計 内容 歳入 歳出 差引額

診療所事業 東部診療所と丹生診療所を運営する
ための会計 1億3,349万円 1億3,142万円 207万円

国民健康保険事業 自営業の方や退職者等の医療費等を
給付する会計 14億4,328万円 13億5,431万円 8,897万円

後期高齢者医療事業 75歳以上の高齢者等の保険料を収納･
納付するための会計 1億1,484万円 1億1,443万円 41万円

介護保険事業 介護保険の給付や高齢者の生活支援
等を行う会計 11億9,918万円 11億3,488万円 6,430万円

簡易水道事業 簡易水道施設の整備･管理を行う会計 1億2,776万円 1億929万円 1,847万円

集落排水処理事業 集落排水処理施設の整備･管理を行
う会計 2億1,691万円 2億1679万円 12万円

公共下水道事業 公共下水道施設の整備･管理を行う
会計 4億9,349万円 4億9329万円 20万円

産業団地事業 産業団地の整備を行う会計 2億495万円 2億239万円 256万円

住宅団地事業 住宅団地の整備や分譲促進を行う会
計 6,238万円 6,019万円 219万円

道路用地取得事業 国道27号交通安全事業のための道路
用地取得を行う会計 3億6,548万円 3億596万円 5,952万円

会計 収入 支出 差引額

上水道事業
収益的収支(水道料等での収支) 1億6,343万円 1億5,926万円 417万円

資本的収支(施設建設等の収支) 5,672万円 1億550万円 －4,878万円(※1)

会計 内容 歳入 歳出 差引額

特別会計
　特別会計とは、特定の事業を行うために一般会計とは別に設けられている会計のことで、
それぞれの会計が独自で収入 ･ 支出の経理をしています。
　町の特別会計は全部で 10 会計で、それぞれの決算額は次のとおりです。

会計 収入 支出 差引額

企業会計
　企業会計は法律で設置が義務付けられている会計で、美浜町は、地方公営企業法の「水
道の給水人口が 5,000 人を超える自治体」に該当するため、上水道施設の整備 ･ 管理を
行う上水道事業会計を設けています。

町道久々子 ･ 東レイク線

美浜東『美し野』ニュータウン 公園

( ※ 1) 資本的収支で不足した 4,878 万円は、将来、施設改修のために保有している資金で補てんしました。

美
浜
町
の
財
政
状
況
は
健
全
で
す

　

｢

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律｣

で
は
、4
つ
の
財
政
指
標
と
、

公
営
企
業
会
計(

美
浜
町
で
は
、上
水
道
事
業
、簡
易
水
道
事
業
、集
落
排
水
処
理
事
業
、

公
共
下
水
道
事
業
、
産
業
団
地
事
業
、
住
宅
団
地
事
業
が
該
当)

の
資
金
不
足
比
率
で
、

自
治
体
の
財
政
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
決
算
に
基
づ
く
算
定
の
結
果
、
美
浜
町
は
い
ず
れ
の
指
標
も
基
準

値
を
下
回
っ
て
お
り
、
健
全
な
財
政
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率

⑤資金不足比率

15%

20%

20%

30%

25% 35%

20%

350%

不足なし

〈各指標〉 健全 悪化

黄
信
号 赤

信
号

各 

指 

標 

の 

説 

明

黒 字

黒 字

9.3%

106.0%

⑤資金不足比率 不足なし

各各
指
各

の

指
標
の

明
説
明

①実質赤字比率
　一般会計等 ( 美浜町では一般会計、診療所事業、道路用地取得事業 )
の赤字から財政運営の深刻度をみる比率。美浜町では、一般会計等決算
の実質収支 ( ※ 2) が黒字となるため、比率は表記されません。

②連結実質赤字比率
　すべての会計の赤字から財政運営の深刻度をみる比率。美浜町では、
全会計の実質収支が黒字となるため、比率は表記されません。

③実質公債費比率
　借金の返済負担の重さを示す比率。

④将来負担比率
　町が抱える負債の残額から将来財政への圧迫をみる比率。

⑤資金不足比率
　公営企業会計の資金不足額から経営状況の深刻度をみる比率。美浜町
では、6 会計とも資金不足がないため、比率は表記されません。

( ※ 2) 歳入総額から歳出総額を差し引き、更に、次年度に繰り越して行う事業に必要な財源を差し引いたもの。

平成 29 年度の主な事業

美浜町の値

追尾式太陽光発電設備 ( 丹生 )

総合運動公園テニス場

　エネルギー構造高度化 ･ 転換についての理解促進を図るため、丹生
地係に、追尾式太陽光発電設備を設置しました。また、きいぱすに、
電気自動車用急速充電器を設置しました。

■エネルギー環境教育体験施設整備事業 [事業費] 1億1,000万円

　台湾等からのインバウンド観光客の誘致を図るため、プロモーショ
ンビデオやタブロイド紙、ポスター等を制作しました。

■ 美し美浜｢インバウンド｣雇用創出
プロジェクト事業 1,864万円[事業費] 

　地域への優良な苗の安定供給により、農家の労力削減と生産規模の
拡大を図るため、高収益園芸作物の種苗生産施設整備に対して補助し
ました。

■園芸産地広域拠点整備事業 1億5,194万円[事業費] 

　美浜熟成魚等の販路拡大を図るため、発酵熟成ブランドの販売戦略
策定及び商標登録を行いました。また、美浜熟成魚の美味しさを消費
者に分かりやすく伝えるため、美浜熟成魚の旨味成分の可視化につい
て、福井県立大学と共同研究しました。

■発酵熟成ブランド推進事業 508万円[事業費] 

　交流人口の拡大とボート振興を目的として ｢ 美浜町民レガッタ ｣ を
開催しました。今大会は第 30 回の記念大会として、記念モニュメン
トの設置や記念誌の発行を行いました。

■町民レガッタ事業 664万円[事業費] 

　町道久々子 ･ 東レイク線に設置されている道路照明灯 43 基を太陽
光 LED 照明灯へ改修しました。

■ 町道久々子･東レイク線　太陽光LED
照明灯設置事業 6,664万円[事業費] 

　美浜町レークセンターの再開に向け、新たな遊覧船の導入に向けた
可能性調査を実施しました。また、サイクリングコースの整備に向け
た実施設計を行いました。

■三方五湖ゾーン整備事業 2,306万円[事業費] 

　利用者の安全と良好なサービスの提供を図るため、経年劣化や破損
が生じていたテニス場や運動公園屋外トイレ、体育館空調設備等の改
修工事を行いました。

■総合運動公園改修事業 1億2,036万円[事業費] 

　山上地係に整備した ｢ 美浜東『美し野』ニュータウン」を、更に魅
力ある分譲地にするため、公園整備を行いました。

■住宅団地整備事業 1,553万円[事業費] 

↑タブロイド紙
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災害時の情報伝達について

　災害が発生した際に重要となるのは、避難や災害状況等の情報です。

　素早い情報収集は、災害による被害を最小限に食い止めることがで

きます。豪雨や台風等、起こりうるすべての災害への備えとして、今

一度防災対策を確認しましょう。

▼
避
難
準
備･

高
齢
者
等
避
難
開
始

　

気
象
警
報
や
台
風
の
接
近
、
通
過
が
予

想
さ
れ
る
等
、
人
的
被
害
の
発
生
す
る
可

能
性
が
高
ま
っ
た
場
合
に
発
令
し
ま
す
。

｢
要
支
援
者(

高
齢
者
や
乳
幼
児
、
障
が
い

者
等
、避
難
に
特
に
支
援
を
要
す
る
方)

等
、

避
難
に
時
間
を
要
す
る
方
は
避
難
を
開
始

し
て
く
だ
さ
い
。｣

▼
避
難
勧
告

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
る

等
、
人
的
被
害
の
発
生
す
る
可
能
性
が
明

ら
か
に
高
ま
っ
た
場
合
に
発
令
し
ま
す
。

｢

避
難
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。｣

▼
避
難
指
示(

緊
急)

　

前
兆
現
象
が
発
生
す
る
等
、
人
的
被
害

が
発
生
す
る
危
険
性
が
非
常
に
高
い
場
合

に
発
令
し
ま
す
。

｢

避
難
勧
告
発
令
後
に
避
難
中
の
方
は
、
避

難
を
完
了
し
て
く
だ
さ
い
。｣

　

ま
だ
避
難
し
て
い
な
い
方
は
、
た
だ
ち

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。｣

町
が
発
令
す
る避

難
情
報

　

災
害
が
発
生
、
ま
た
は
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
場
合
、
町
か
ら
次
の
避
難
情
報

を
発
令
し
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
情
報
の
意
味
を
確
認

し
、
迅
速
な
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
か
ら
の
情
報
伝
達

　

災
害
時
に
は
、
町
か
ら
町
民
に
対
し
て

音声告知放送

防災行政無線行政チャンネル 町ホームページ

美浜町
メール配信サービス

広報車

　各家庭に設置されて

いる有線放送機器です。

　災害状況や避難情報

等をいち早く伝えます。

　屋外に設置してある

スピーカーです。

　緊急時に屋外の方へ

情報を伝えます。

　 ケ ー ブ ル テ レ ビ の

91 チャンネルで災害

状況や避難情報等を公

開し、随時更新してい

ます。　

　登録制のメール配信サー

ビスです。防災情報だけで

なくイベント情報等さまざ

まな情報を配信します。

　広報車で避難情報等

をスピーカーで放送し

ながら町内を巡回し、

情報を伝えます。　

　ホームページで災害状

況や避難情報等を公開し、

随時更新しています。

http://www.town.mihama.

fukui.jp

避
難
す
る
際
の
注
意
点

□非常持ち出し袋
□水 ･ 食料
□携帯ラジオ ･ 懐中電灯
□予備電池 ･ 携帯電話の充電器
□タオル ･ レジ袋
□ティッシュ
□粉ミルク ･ ほ乳びん ･ 紙おむつ
　生理用品 ( 必要に応じて )
□予備のメガネ ･ コンタクトレンズ

さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
用
い
て
災
害
状
況
等

を
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

情
報
伝
達
の
方
法
は
次
の
と
お
り
で

す
。
災
害
時
に
は
注
意
し
て
情
報
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

L アラート

エリアメール ･
緊急速報メール

　テレビのデータ放送

等で、避難情報や避難

所の開設情報を公開し

ます。

　対象エリア内にいる

方の携帯電話に、災害

･ 避難情報をメールで

一斉配信します。

※ 準備物は、玄関周り等、すぐに
持ち出せるところに置いておき
ましょう。

美
浜
町
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
登
録
手
順

停
電
時
に
備
え
て

※お問い合わせ先 
　町エネルギー政策課

( 担当 ･ 久木 ) 
☎ 32‐6716

▼
早
め
の
避
難
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

　

避
難
準
備･

高
齢
者
等
避
難
開
始
は
、

台
風
の
最
接
近
や
大
雨
の
ピ
ー
ク
時
の
避

難
を
避
け
る
た
め
に
、
少
し
先
を
見
越
し

て
早
め
に
発
令
さ
れ
ま
す
。
発
令
時
に
は

雨
風
が
強
く
な
く
て
も
、
そ
の
後
、
天
気

が
急
激
に
変
化
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
家

の
近
く
に
危
険
な
箇
所
が
あ
る
方
や
、
自

宅
で
過
ご
す
こ
と
に
不
安
が
あ
る
方
は
、
発

令
さ
れ
た
時
点
で
早
め
の
避
難
を
開
始
し

て
く
だ
さ
い
。

▼ 

避
難
所
に
避
難
す
る
際
に
持
ち
出
す
も

の
を
事
前
に
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

避
難
時
に
持
ち
出
す
も
の
は
、
必
要
最

小
限
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
次
の
表

を
参
考
に
、
必
要
な
も
の
を
あ
ら
か
じ
め

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
停
電
時
で
も
情
報
が
取
得
で
き

る
よ
う
、
電
池
式
の
機
器
や
予
備
の
バ
ッ

テ
リ
ー
を
準
備
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

音
声
告
知
放
送
は
、
停
電
時
に
内
蔵
の

乾
電
池(

単
2
×
4
本)

で
動
作
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
電
池
切
れ
の
際
に

は
、
ラ
ン
プ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

電
池
の
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

① AC 入力プラグを外す

②ケーブル入力を外す

③本体を取付板から外す

　( 少し上に持ち上げてから外す )

④電池ぶたを開ける ( 下に押しながら左に引く )

⑤乾電池を外す

⑥プラス ･ マイナスの方向を確認

　し、　新しい乾電池を入れる

⑦電池ぶたを閉める

⑧本体を取付板に付ける

⑨外したコード類を接続する

⑩ AC プラグを接続する

乾電池ランプ

外し方

入れ方

　電池が ｢ 消耗している ｣
または ｢ 入っていない ｣
場合は点滅します。

　

迷
惑
メ
ー
ル
防
止
機
能
に
よ
り
、
メ
ー

ル
が
受
信
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
次
の
ア
ド
レ
ス
を
受
信
で
き

る
よ
う
に
設
定
し
て
下
さ
い
。

in
fo
@
to
w
n
.fu
ku
i-m
ih
am
a.lg.jp

↑こちらの QR
　コードからも
　空メールが送
　信できます

① 

次
の
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル(

件
名
、

本
文
な
し)

を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

f-m
ih
am
a@
en
try.m

ail-d
p
t.jp

② 

返
信
メ
ー
ル
に
記
載
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ(

本
登

録
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ)

に
ア
ク
セ
ス

し
、
画
面
の
指
示
に
従
い
、
配
信
を
希

望
す
る
情
報
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
登
録

ボ
タ
ン
を
押
し
ま
す
。

③ 

登
録
ボ
タ
ン
を
押
し
た
後
、
本
登
録
完

了
メ
ー
ル
が
届
い
た
ら
登
録
は
完
了
で

す
。
登
録
内
容
の
確
認･

変
更
や
、
解

除
手
続
き
は
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

↑美浜町メール
　配信サービス
　ホームページ
　QR コード

h
ttp
s://m

ail.co
u
s.jp
/f-m
ih
am
a/

　

ま
た
、
停
電
が
長
時
間
に
及
ぶ
場
合
や

各
家
ま
で
繋
が
っ
て
い
る
ケ
ー
ブ
ル
が
損

傷
し
た
場
合
等
、
音
声
告
知
放
送
が
使
用

で
き
な
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
広
報
車
に
よ
る
情
報
発
信
も

行
い
ま
す
が
、
速
や
か
に
情
報
を
得
る
手

段
と
し
て
、
町
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

や
屋
外
に
設
置
し
て
い
る
防
災
行
政
無
線

等
も
あ
り
ま
す
。

　

停
電
の
際
に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
状

況
に
お
い
て
迅
速
に
状
況
を
把
握
で
き
る

よ
う
、
町
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
に
登

録
し
て
い
た
だ
く
等
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

お
い
て
も
日
頃
か
ら
よ
り
多
く
の
手
段
で

情
報
収
集
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
設
定
方
法
】

避難時の持ち出し品

※ 音声告知放送が故障等で放送されない場合は、美方ケーブル

ネットワーク (32-3400) までご連絡ください。
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美浜町健康楽膳拠点施設の愛称が決定！

と
な
っ
た｢

美
浜
町
健
康
楽
膳(

※)

拠

点
施
設
こ
る
ぱ｣

が
完
成
し
ま
し
た
。
本

施
設
は
、
楽
し
く
膳
を
囲
み
食
と
運
動
を

通
し
て
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
拠
点
と

し
て
、
ま
た
、
利
用
者
の
健
康
増
進
や
農

林
水
産
業
等
地
域
産
業
の
振
興
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
四
季
折
々
の
旬
の
地

元
野
菜
等
を
使
っ
た
魅
力
的
な
料
理
を
提

供
し
、
直
販
所
で
は
地
元
の
食
材
や
加
工

品
等
、
関
連
す
る
産
品
を
販
売
し
ま
す
。

　

ま
た
、
風
光
明
媚
な
三
方
五
湖
を
眺
め

る
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
あ
り
、
総
合

運
動
公
園
や
久
々
子
湖
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
等
に
も
近
い
こ
と

か
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
観

光
客
等
、
多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
施
設
と
し
て
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体･

障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
に
合
わ
せ
、
9
月
22

日
か
ら
10
月
21
日
ま
で
期
間
限
定
で
プ
レ

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成
31
年
春

に
は
、
県
で
整
備
を
進
め
て
い
る
施
設
等

の
完
成
と
合
わ
せ
て
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

々
子
湖
岸
近
く
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン

と
直
販
所(

シ
ョ
ッ
プ)

が
一
体

久

○施設周辺地図

施設概要

9月22日 (土 )プレオープン
〔平成31年春グランドオープン〕

■ お問い合わせ先
　･町農林水産課(担当･渡辺)

　☎32‐6706

↑鉄骨温室内で生育される苗

■ お問い合わせ先
・町商工観光課(担当･南) 

☎32‐6705

美浜町のニュース
MIHAMA NEWS

株式会社苗屋の種苗生産施設が完成
良質な苗の安定供給を目指して

披
露
目
会
が
佐
野
地
係
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

同
社
は
、
坂
井
市
に
本
社
を
置

き
、
種
苗
の
生
産
や
販
売
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
回
整
備
し
た
施
設

は
、
生
産
の
拡
大
と
病
害
虫
や
気

候
に
よ
る
リ
ス
ク
分
散
を
目
的
に

整
備
さ
れ
、
今
後
、
野
菜
や
花
等

の
苗
を
生
産
す
る
予
定
で
す
。

　

井
村
裕
治
社
長
は｢

苗
を
育
て

る
こ
と
は
、
農
業
の
裏
方
の
仕
事

で
あ
る
が
、
苗
の
出
来
が
農
家
の

収
入
に
直
結
す
る
ほ
ど
重
要
だ
と

認
識
し
て
い
る
。
農
家
の
期
待
に

8

応
え
、
町
や
県
の
農
業
発
展
の
一

助
と
な
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い｣

と
話
さ
れ
、
山
口
町
長
は｢

儲
か

る
農
業
の
推
進
に
は
、
水
田
園
芸

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
本
施
設

が
水
田
園
芸
の
健
全
な
経
営
の
た

め
の
拠
点
と
し
て
更
に
発
展
さ
れ

る
よ
う
期
待
し
て
い
る｣

と
話
し

ま
し
た
。

月
27
日
に
、
株
式
会
社
苗

屋
の
種
苗
生
産
施
設
の
お

↑ 施設外観。育苗準備室(写真左)と鉄骨温室(写真右)

｢ロケしたいまち｣1位に美浜町が選ばれました
映画関係者から高評価

京･

秋
葉
原
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

全
国
ふ
る
さ
と
甲
子
園
は
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
ふ
る
さ
と
活
性
隊
等
が
企
画

し
、実
行
委
員
会
が
主
催
。映
画
や

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
に
な
っ

た
自
治
体
が
、地
域
の
魅
力
や
ご

当
地
グ
ル
メ
を
競
う
も
の
で
す
。

　

今
年
は
、
全
国
か
ら
55
地
域
が

集
結
し
、
ロ
ケ
地
の
Ｐ
Ｒ
と
自
慢

の
地
域
グ
ル
メ
で
、
来
場
者
の
投

票
に
よ
る｢

行
き
た
い
ま
ち
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン｣

、
グ
ル
メ
部
門
等
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

　

美
浜
町
は
、｢

映
画
﹃
サ
ク
ラ

サ
ク
﹄
×
鯖
へ
し
こ｣

を
テ
ー
マ

8

に
出
展
し
、
当
日
は
、
田
中
光
敏

監
督
も
応
援
に
駆
け
付
け
て
い
た

だ
き
、
物
産
販
売
や
ス
テ
ー
ジ
発

表
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

映
画
関
係
者
約
90
人
に
よ
る

審
査
の
結
果
、
全
国
か
ら
約
１
，

９
０
０
人
の
協
力
体
制
の
も
と
、4

年
が
か
り
で
映
画
を
作
っ
た
姿
勢

が
評
価
さ
れ
、県
内
の
市
町
で
は

初
め
て
、部
門
賞
の｢

ロ
ケ
し
た
い

ま
ち｣

１
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
日
本
の
原
風
景
が

残
る
三
方
五
湖
等
た
く
さ
ん
の

撮
影
ポ
イ
ン
ト
が
町
内
に
あ
る

た
め
、
今
後
も
、
ロ
ケ
地
と
し

て
の
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

月
25
日
に
、
第
4
回
全
国

ふ
る
さ
と
甲
子
園
が
東

↑ 表彰状を手に笑顔を見せる町職員(中央)

構　　造 木造 平屋建 497 ㎡ ( 建築床面積 )

場　　所 美浜町久々子 34‐2‐1

電話番号 32‐2155

　久々子湖の湖畔の景色を眺めて、ゆったりとリラック

スしながら食事がとれる空間をイメージして、三方五湖

の ｢ 湖 ｣ を ｢ こ ｣ と音読みし、フランス語で食事を意

味する ｢Repas( ルパ )｣ を組み合わせて表現しました。

　愛称は、22 都道府県 137 点の応募の中から、埼玉

県さいたま市　青
あ お き ゆ う こ

木裕子さんのアイデアが選ばれました。

【愛称の解説】

(

※) 

楽
膳
と
は
、｢

四
季
折
々
の
日
々
の
食
事
に
よ
っ

て
健
康
を
取
り
戻
し
、
楽
し
く
膳
を
囲
み
身
も

心
も
穏
や
か
に
す
る｢

食
養｣

を
目
的
と
し
た

健
康
的
な
料
理
等｣

と
い
う
意
味
の
造
語
で
す
。

営業時間

レストラン　午前 11 時～午後 3 時
シ ョ ッ プ　午前 9 時 30 分～午後 5 時

( バイキング形式 ) 中学生以上　1,500 円 ( 税込 )
小　学　生　1,000 円 ( 税込 )
3 歳 以 上　   600 円 ( 税込 )

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
企
画
政
策
課(

担
当･

武
田)

☎
32
︲
６
７
０
１

プレオープン期間
平成30年9月22日(土)～10月21日(日)
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美浜町のニュース
MIHAMA NEWS

■ お問い合わせ先
　･町教育政策課

(担当･竹内)
　☎32‐6708

↑大会の様子について話す伊藤祥太さん

■ お問い合わせ先
・町美浜創生戦略課(担当･荒木) 

☎32‐6715

和道会オールネイションズ･チャンピオンシップ2018
形の部で伊藤祥太さんが優勝

ン
ズ･

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

２
０
１
８
の
形
シ
ニ
ア
の
部
で
優

勝
さ
れ
た
伊
藤
祥
太
さ
ん(

美
浜

中
央
小
学
校
教
員)

の
優
勝
報
告

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
8
月
25
日
か
ら

26
日
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス･

レ

ス
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
30
ヶ
国

５
８
２
人
が
参
加
。
形
シ
ニ
ア
の

部
に
は
、
11
ヶ
国
27
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
は｢

直
前
の
全
国
大

9

会
で
4
連
覇
を
逃
し
た
こ
と
で
自

信
を
無
く
し
て
し
ま
い
、大
会
の
前

日
練
習
も
不
安
な
状
態
だ
っ
た
。

そ
の
中
で
、空
手
が
で
き
る･

見
て

も
ら
え
る
幸
せ
を
再
認
識
し
、世

界
の
方
々
に
自
分
の
形
を
見
て
い

た
だ
く
と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
で

臨
ん
だ
。そ
の
お
か
げ
か
、緊
張
せ

ず
ベ
ス
ト
を
出
せ
た｣

と
大
会
の
様

子
を
話
さ
れ
、山
口
町
長
は｢

空
手

は
、体
も
鍛
え
る
が
心
や
礼
儀
も

鍛
え
る
ス
ポ
ー
ツ
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
の
教
育
に
も
生
か
し
て
ほ
し

い｣

と
話
し
ま
し
た
。

月
4
日
に
、
空
手
の
和

道
会
オ
ー
ル
ネ
イ
シ
ョ

全国高等学校総合体育大会ボート競技で
美方高校ボート部が3部門制覇

タ
ー
ハ
イ)

ボ
ー
ト
競
技
の
優
勝

報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
美
方
高
校
ボ
ー

ト
部
の
清
水
寛
之
監
督
が
選
手
の

紹
介
と
大
会
当
日
の
レ
ー
ス
の
状

況
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

山
口
町
長
は｢

6
種
目
中
3
種

目
優
勝
と
い
う
の
は
、
歴
史
に
残

る
快
挙
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。
29
日
か
ら
は
国
体
が
始
ま
る

の
で
、
今
度
は
福
井
県
の
名
誉
を

か
け
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い｣

と
話

し
ま
し
た
。　

9
月
4
日
に
、
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会(

イ
ン↑�優勝の報告を行う生徒たち

■ お問い合わせ先
　･町美浜創生戦略課(担当･荒木)

　☎32‐6715

↑大会結果を報告する武田匡弘(中央)さん

■ お問い合わせ先
・町みはまブランド開拓課

(担当･渡辺) 
☎32‐6714

第18回アジア競技会ボート競技軽量級男子
ダブルスカルで武田匡弘さんが優勝

量
級
男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
で
優
勝

さ
れ
た
武
田
匡
弘
さ
ん(

関
西
電

力
ボ
ー
ト
部)

の
優
勝
報
告
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
8
月
19
日
か
ら
24

日
に
か
け
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア･

パ

レ
ン
バ
ン
で
開
催
さ
れ
、
同
種
目

で
は
7
ヶ
国(

7
ク
ル
ー)

に
よ
り

競
わ
れ
ま
し
た
。

　

武
田
さ
ん
は｢

予
選
を
ト
ッ
プ

タ
イ
ム
で
通
過
し
た
が
、
決
勝
ま

で
3
日
空
い
た
こ
と
が
重
圧
と

な
っ
て
い
た
。
今
回
、
ア
ジ
ア
大

会
で
日
本
代
表
と
し
て
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
で
き
た
こ
と
は
誇
り
に

思
っ
て
い
る
。
１
ヶ
月
後
に
は
国

9

体
が
あ
る
の
で
、
気
持
ち
を
切

り
替
え
て
頑
張
り
た
い｣

と
話
さ

れ
、
山
口
町
長
は｢

世
界
で
通
用

す
る
選
手
が
美
浜
町
か
ら
出
て
き

た
こ
と
を
非
常
に
う
れ
し
く
思
っ

て
い
る
。
今
後
も
、
今
大
会
の
結

果
を
励
み
に
自
身
の
経
験
を
生
か

し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い｣

と
話
し

ま
し
た
。

月
4
日
に
、
第
18
回
ア
ジ

ア
競
技
会
ボ
ー
ト
競
技
軽

株式会社fun function及びふくい食ブランド推進株式会社と
商標｢美浜熟成魚｣｢塩熟ぶり｣の使用許諾契約を締結

発酵･熟成文化を全国に伝えるために

及
び
ふ
く
い
食
ブ
ラ
ン
ド
推
進
株

式
会
社
と
商
標
通
常
使
用
権
許
諾

契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
今
年
度
、
地
元
の
伝

統
の
食
文
化
で
あ
る｢

美
浜
熟
成

魚｣

と｢

塩
熟
ぶ
り｣

の
商
標
を
取

得
し
ま
し
た
。
今
回
の
契
約
に
よ

り
、
商
標
が
使
用
さ
れ
た
商
品
を

東
京
の
居
酒
屋
や
百
貨
店
等
で
提

供
し
、
更
な
る
販
路
拡
大
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

式
後
に
は
、
松
川
雅
仁(

福
井

県
立
大
学
海
洋
生
物
資
源
学
部)

9

准
教
授
か
ら
、
町
と
同
大
学
、
ふ

く
い
食
ブ
ラ
ン
ド
推
進
株
式
会
社

の
三
者
で
取
り
組
ん
だ
、
美
浜
熟

成
魚
の
旨
味
成
分
の
可
視
化
に
関

す
る
共
同
研
究
の
成
果
報
告
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

山
口
町
長
は｢
首
都
圏
の
方
々

に
広
く
販
売
し
、
美
浜
町
の
食
材

を
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い｣
と
話

し
、
合
掌
智
宏
代
表
取
締
役
は

｢

3
年
前
か
ら
ご
当
地
居
酒
屋
で

熟
成
魚
や
塩
熟
ぶ
り
を
提
供
し
て

い
る
が
、
大
変
評
判
が
良
い
。
美

浜
の
食
文
化
を
全
国
に
広
げ
て
い

き
た
い｣

と
話
し
ま
し
た
。

月
4
日
に
、
株
式
会
社

フ
ァ
ン
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン

↑�商標使用許諾契約を交わした合掌社長(左)、山口町長(中央)、
松川准教授(右)

着順 クルー名 1000m
決勝タイム

優勝 美方高校 3'37"56
2 位 浦和第一女子高校 3'41"75
3 位 石巻高校 3'42"55
4 位 本荘高校 3'46"98
5 位 岡谷南高校 3'50"76
6 位 浜松北高校 3'55"88

◎女子舵手つきクォドルプル

町内選手
武田優香さん 新田明美さん
久保那月さん 川村海さん

◎女子ダブルスカル
町内選手 繁田美咲さん

◎男子舵手つきクォドルプル
町内選手 大野良太さん

着順 クルー名 1000m
決勝タイム

優勝 美方高校 3'54"12
2 位 今治南高校 3'58"11
3 位 横浜商業高校 4'00"17
4 位 日本橋高校 4'02"06
5 位 米子東高校 4'02"47
6 位 石巻高校 4'06"66

着順 クルー名 1000m
決勝タイム

優勝 美方高校 3'18"04
2 位 越ケ谷高校 3'19"86
3 位 浜松北高校 3'23"33
4 位 吉田高校 3'24"68
5 位 瀬田工業高校 3'25"60

6 位 熊本学園大学
付属高校 3'29"20

着順 クルー名 ( 国 ) 2000m
1 位 日本 6'53"25
2 位 インド 6'57"75
3 位 インドネシア 7'12"41
4 位 アラブ首長国連邦 7'48"08

◎大会結果
予選(8月20日)

着順 クルー名 ( 国 ) 2000m
優勝 日本 7'01"70
2 位 韓国 7'03"22
3 位 インド 7'04"61
4 位 インドネシア 7'07"20
5 位 イラン 8'18"80
6 位 タイ 8'31"77

決勝(8月24日)



ウインク

Facebook■お問い合わせ先
　町美浜創生戦略課 国体推進室内
　｢ 福井しあわせ元気 ｣ 国体 ･ 障害者スポーツ大会美浜町実行委員会事務局 ( 担当 ･ 今安 )
　☎ 32‐6715　FAX 32‐1115　国体ホームページ http://2018kokutai-mihama.com/
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福井国体　いよいよ開幕 !
9 月 29 日に、福井国体 ･ 障スポが開幕します。

福井県選手団だけでなく、全国から訪れる選手に熱い声援をお願いします。

【正式競技】

【正式競技】

【オープン競技】ボート

軟式野球

ゲートボール ( 西郷健康ひろば
屋内運動場 )

( 県立久々子湖漕艇場 )

( 総合運動公園野球場 )

10月5日(金)～8日(月･祝)

(公式練習9月27日(木)～29日(土)) 10 月 14 日 ( 日 )

9月30日(日)～10月3日(水)

◎ 9 月 27 日から 10 月 3 日まで下記区間において交通規制を行いますので、ご協力をお願いします。

町内出身 ･ 在住の出場選手 ･ 監督

久々子湖

●

●
北西郷
公民館

総合体育館

●

総合運動公園
野球場

●

総合体育館

通行止め区間

一方通行区間

214

214

( 出場種目、選手名、予選レース No. または大会日程 )

磴
いしばし

　梨
り な

菜(美方高校2年) 志
し が

賀　早
さ や か

耶香 ( 美方高校 2 年 )

田
た な か

中　雅
ま さ と

人 ( 関西電力㈱ )志
し が

賀　巧
たくみ

( 東レ㈱ )

長
お さ だ

田　福
ふ く ま

馬 ( 関西電力㈱ ) レース No.37

久
く ぼ

保　那
な つ き

月 ( 美方高校 2 年 ) レース No.6

大
だいどう

同　秀
ひでのり

憲 ( 若狭高校 )監督

森
もりやま

山　修
おさむ

( 関西電力㈱ )監督

八
や ぎ

木　陽
よ う き

輝 ( 日本大学 4 年 ) 荒
あ ら き

木　祐
ゆうさく

作 ( 美浜町役場 )成年男子舵手つきフォア

武
た け だ

田　和
か ず き

樹 ( 関西電力㈱ ) レース No.50成年男子ダブルスカル

武
た け だ

田　匡
まさひろ

弘 ( 関西電力㈱ ) レース No.45成年男子シングルスカル

武
たけなが

長　凪
な ぎ な

那 ( 関西電力㈱ ) レース No.33成年女子舵手つきクォドルプル

白
し ら い

井　里
り さ

咲 ( 関西電力㈱ ) レース No.41成年女子ダブルスカル

楠
くすのき

　菜
な な こ

々子 (立命館大学4年) レース No.30成年女子シングルスカル

大
お お の

野　良
りょうた

太 ( 美方高校 3 年 ) レース No.8少年男子舵手つきクォドルプル

武
た け だ

田　優
ゆ う か

香 ( 美方高校 3 年 ) 新
に っ た

田　明
あ け み

美 ( 美方高校 3 年 )少年女子舵手つきクォドルプル

川
かわむら

村　海
まりん

( 美方高校 3 年 ) レース No.2少年女子シングルスカル

≪ボート≫ ※�予選レースはいずれも 9 月 30 日 ( 日 ) 開催会場 : 美浜町　県立久々子湖漕艇場

≪バレーボール≫ 会場 : 坂井市　三国体育館

柴
しばさき

崎　帆
ほ の か

香 ( 福井高校 1 年 )少年女子 10 月 5 日 ( 金 ) ～

≪ウェイトリフティング≫ 会場 : 小浜市　小浜市民体育館

山
やまもと

本　優
ゆ う こ

子 ( ㈱オーイング )女子 58kg 級 10 月 7 日 ( 日 )

≪ラグビーフットボール≫ 会場 : 小浜市　小浜市総合運動場陸上競技場

神
かみくら

倉　公
ひろのり

範 ( 関西電力㈱ )成年男子 10 月 1 日 ( 月 ) ～

≪高等学校野球≫ 会場 : 福井市　福井県営球場

岩
いわもと

本　大
だいすけ

輔 ( 敦賀気比高校 3 年 ) 9 月 30 日 ( 日 ) ～

≪陸上≫ 会場 : 福井市　県営陸上競技場 9.98 スタジアム

大
だいどう

同　美
み く

空 ( 岩谷産業㈱ )成年女子 5000m 10 月 5 日 ( 金 )　※決勝のみ

及
おいかわ

川　文
ふみたか

隆 ( 県スポーツ協会 )成年男子 10km 競歩 10 月 7 日 ( 日 )　※決勝のみ

野
の は ら

原　清
き よ し

司武
たけなが

長　章
あきろう

朗

森
もりした

下　金
き ん じ ろ う

治郎

10月14日(日)山
やまざき

崎　俊
と し た ろ う

太郎 田
た な べ

邉　亘
わたる

≪ゲートボール≫ 会場 : 美浜町　西郷健康ひろば屋内運動場

髙
た か ぎ

木　豊
ゆたか

( 美浜町 A)

加
か も

茂　亮
りょうた

太 ( 若狭東高校 )

●

総合体育館
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美浜発電所の状況

美浜1号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜2号機 廃止措置中(平成29年4月19日～)

美浜3号機 第25回定期検査中(平成23年5月14日～)
今回の報告では、8月18日から9月14日までの美浜発電所の
状況等についてお知らせします。

　

大
野
市
の
避
難
施
設
で
は
、
山
口
町

長
を
は
じ
め
、
町
幹
部
職
員
が
現
地
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
避
難
の
受

け
入
れ
元
で
あ
る
大
野
市
の
石
山
市
長

原
子
力
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま

し
た

　

8
月
25
日(

土)

、
26
日(

日)

の
2

日
間
に
わ
た
り
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、

原
子
力
事
業
者
等
に
よ
る
原
子
力
総
合
防

災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、
京
都
府
北
部
を
震
源
と
し

た
地
震
に
よ
り
、
関
西
電
力
㈱
大
飯
発
電

所
及
び
高
浜
発
電
所
に
お
い
て
、
外
部
電

源
が
喪
失
、
そ
の
後
、
原
子
炉
の
冷
却
機

能
が
喪
失
し
、
大
飯
発
電
所
で
は
さ
ら
に

事
態
が
進
展
し
た
こ
と
に
よ
り
、
大
気
中

に
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ
、
発
電
所
周

辺
地
域
に
そ
の
影
響
が
及
ぶ
と
い
う
想
定

で
、
国
、
県
、
周
辺
市
町
及
び
関
係
機
関

が
合
同
で
訓
練
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
訓
練
の
想
定
、
事
態
の
進

展
に
合
わ
せ
て
、
次
の
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。

【
25
日･

26
日
】

・
町
原
子
力
災
害
対
策
本
部
の
設
置･

運
営

↑ 町役場に設置した原子力災害対策本部

　

震
度
6
弱
以
上
の
地
震
発
生
に
伴
い
、

町
役
場
に
原
子
力
災
害
警
戒
本
部
を
設
置

し
、
町
長
を
は
じ
め
、
町
の
幹
部
職
員
等

が
本
部
に
参
集
し
、
状
況
の
確
認
、
情
報

共
有
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
検
討
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
飯
発
電
所
が
施
設
敷
地
緊

急
事
態
︵
※
１
︶
に
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、

警
戒
本
部
か
ら
原
子
力
災
害
対
策
本
部
に

引
き
上
げ
、
災
害
対
策
に
つ
い
て
協
議
を

行
い
ま
し
た
。

(

※
1)

施
設
敷
地
緊
急
事
態

　

原
子
力
施
設
に
お
い
て
周
辺
に
放
射
線
に
よ
る
影
響

を
も
た
ら
す
可
能
性
の
あ
る
事
象
が
生
じ
た
た
め
、
原

子
力
施
設
周
辺
に
お
い
て
緊
急
時
に
備
え
た
避
難
等
の

主
な
防
護
措
置
の
準
備
を
開
始
す
る
必
要
が
あ
る
段
階
。

(

例)

全
交
流
電
源
の
喪
失

・　

 

現
地
対
策
本
部(

大
飯
オ
フ
サ
イ
ト
セ

ン
タ
ー)

へ
の
要
員
派
遣

　

国
、
県
、
周
辺
市
町
、
関
係
機
関
が
一

堂
に
会
す
る
大
飯
原
子
力
防
災
セ
ン
タ
ー

(

大
飯
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー)

に
原
子

力
災
害
合
同
対
策
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、

町
か
ら
は
副
町
長
を
町
現
地
本
部
長
と
し

て
、
町
職
員
と
と
も
に
同
セ
ン
タ
ー
に
派

遣
し
ま
し
た
。

　

町
役
場
と
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
の
両

本
部
で
は
、
情
報
共
有
を
行
い
な
が
ら
、

事
態
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
事
態
の

進
展
に
応
じ
た
災
害
対
応
に
つ
い
て
意
思

決
定
を
行
い
ま
し
た
。

↑ 大飯オフサイトセンターで開催された、国、
県、市町、関係機関による合同対策会議

・　

 

事
態
の
発
生
に
伴
う
広
報
訓
練

　

児
童
、
園
児
の
引
き
渡
し
訓
練

　

地
震
発
生
に
伴
う
警
戒
事
態
や
事
象
の

進
展
に
伴
う
施
設
敷
地
緊
急
事
態
の
発
生

に
つ
い
て
、
音
声
告
知
放
送
や
防
災
行
政

無
線
、
緊
急
情
報
メ
ー
ル
等
の
情
報
媒
体

を
使
用
し
た
広
報
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
震
発
生
時
に
児
童
、
園
児
が

学
校
や
保
育
園
に
い
る
こ
と
を
想
定
し

て
、
美
浜
東
小
学
校
と
み
ず
う
み
保
育
園

に
お
い
て
児
童
、
園
児
の
保
護
者
へ
の
引

き
渡
し
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
26
日
】

・　

 

防
護
措
置(

屋
内
退
避･

避
難
等)

訓
練
の
実
施

①
屋
内
退
避
訓
練

　

大
飯
発
電
所
の
事
故
が
進
展
し
、
全
面

緊
急
事
態(

※
2)

と
な
り
、
内
閣
総
理

大
臣
の｢

原
子
力
緊
急
事
態
宣
言｣

の
発

出
を
受
け
た
こ
と
に
よ
り
、
町
原
子
力
災

害
対
策
本
部
よ
り
町
内
全
域
に｢

屋
内
退

避｣

を
指
示
し
ま
し
た
。

(

※
2)

全
面
緊
急
事
態

　

原
子
力
施
設
に
お
い
て
周
辺
に
放
射
線
に
よ
る
影
響

を
も
た
ら
す
可
能
性
が
高
い
事
象
が
生
じ
た
た
め
、
影

響
の
回
避
や
リ
ス
ク
低
減
の
観
点
か
ら
、
迅
速
な
防
護

措
置
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
段
階
。

(

例)

す
べ
て
の
原
子
炉
冷
却
機
能
の
喪
失

②
一
時
移
転(

避
難)

訓
練

　

発
電
所
の
施
設
外
に
放
射
性
物
質
が
放

出
さ
れ
、
緊
急
時
環
境
放
射
線
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
で
空
間
放
射
線
量
率
が
規
定
値(

１

時
間
当
た
り
20
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト)

を

超
え
、
そ
の
状
況
が
今
後
も
継
続
す
る
と

の
こ
と
か
ら
、
国
、
県
、
関
係
機
関
等
に

よ
る
会
議
に
お
い
て
避
難
が
必
要
な
区
域

が｢

東
地
区｣

と
決
定
さ
れ
、
町
原
子
力

災
害
対
策
本
部
で
は
同
地
区
の
住
民
に
対

し
て
指
定
避
難
先
で
あ
る
大
野
市
へ
の
一
時

移
転(

避
難)

を
指
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
福
祉
施
設
の
避
難
訓
練
と

し
て
、
湖
岳
の
郷(

金
山)

、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
湖
岳
の
郷(

早
瀬)

に
も
、
避
難

指
示
を
行
い
ま
し
た
。

● 

一
時
集
合
施
設
へ
の
参
集
、
安
定
ヨ
ウ

素
剤
配
付
訓
練

　

指
示
を
受
け
た
東
地
区
の
住
民(

訓
練

参
加
者
約
２
０
０
名)

は
バ
ス
で
の
避

難
、
マ
イ
カ
ー
で
の
避
難
に
分
か
れ
て
、

各
地
区
の
一
時
集
合
施
設
5
か
所
に
参
集

し
、
受
付
の
後
、
模
擬
の
安
定
ヨ
ウ
素
剤

を
受
け
取
り
、
バ
ス
6
台
、
マ
イ
カ
ー
24

台
で
大
野
市
の
指
定
避
難
所
に
向
け
て
出

発
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
福
祉
施
設
の
入
所
者
、
職
員
も

避
難
指
示
を
受
け
、
福
祉
車
両
に
乗
り
込

み
、
安
定
ヨ
ウ
素
剤(

※
3)

の
配
布
場

所
で
あ
る
美
浜
東
小
学
校
で
模
擬
の
安
定

ヨ
ウ
素
剤
を
受
け
取
り
、
施
設
ご
と
に
指

定
さ
れ
た
大
野
市
の
指
定
避
難
施
設
に
向

け
て
出
発
し
ま
し
た
。

↑ 一時集合施設に参集す
る参加者

← バス ( 上 ) 及びマイカー
( 下 ) による避難

(

※
3)

安
定
ヨ
ウ
素
剤

　

放
射
性
ヨ
ウ
素
に
よ
る
甲
状
腺
の
内
部
被
ば
く
を
防

ぐ
た
め
に
予
防
的
に
服
用
す
る
医
薬
品
で
す
。
ご
く
ま

れ
に
副
作
用
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
配
布
の
際
に
は
医

師
等
の
問
診
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

● 

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
・
除
染
訓
練

　

町
内
の
各
一
時
避
難
所
を
出
発
し
た
避

難
車
両
は
、
大
野
市
へ
向
か
う
途
中
に
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ･

除
染(

※
4)

会
場
に

指
定
さ
れ
た｢

敦
賀
市
総
合
運
動
公
園｣

に
到
着
し
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ･

除
染
訓

練
を
行
い
ま
し
た
。

　

訓
練
で
は
、ま
ず
車
両
の
検
査
を
行
い
、

車
両
に
汚
染
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
乗
員

の
代
表
者
に
対
し
て
汚
染
検
査
を
実
施
、

さ
ら
に
代
表
者
に
汚
染
が
認
め
ら
れ
た
場

合
は
、
そ
の
車
両
の
乗
員
全
員
の
検
査
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

(

※
4)

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ･

除
染

　

避
難
車
両
や
人
体
へ
の
放
射
性
物
質
の
付
着
の
有
無

を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て
放
射
性
物
質
を
除
去
す
る

作
業

●
大
野
市
指
定
避
難
所
で
の
受
入
訓
練

　

町
で
は
、
今
回
の
訓
練
を
通
し
て
得

ら
れ
た
課
題
や
問
題
点
に
つ
い
て
検
証

し
、
町
の
原
子
力
災
害
対
策
計
画
等
に

反
映
さ
せ
、
実
効
性
を
高
め
る
と
と
も

に
、
防
護
措
置
に
つ
い
て
町
民
の
理
解

促
進
を
図
り
、
有
事
の
際
の
円
滑
な
防

護
措
置
が
実
施
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

と
山
崎
市
議

会
議
長
も
現
地

を
訪
問
さ
れ
、

避
難
の
受
入
状

況
を
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ･

除
染
検
査
を
終
え

た
避
難
車
両
は
、
指
定
避
難
所
で
あ
る
大

野
市
内
の
施
設
に
到
着
し
、
大
野
市
職
員

と
当
町
職
員
が
協
力
し
、避
難
者
の
受
付
、

メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
等
を
実
施
し
、
広

域
避
難
の
際
の
受
入
態
勢
の
確
認
を
行
い

ま
し
た
。

↑ 原子力災害や防護措置(屋内退避･避難等)
の詳細については｢原子力防災のしおり｣
をご覧ください。(町のホームページでも
ご覧いただけます) ↑  ( 左から ) 山口町長、石山市長、山崎議長
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野焼き (野外焼却 )は
法律で禁止されています

　町には、野焼きに関する苦情や問い合わせが一年を通じて寄せられています。

特に秋は、田んぼでの野焼きに関する問い合わせが多くなります。

　野焼きは、周りの自然環境や生活環境に悪影響を与えるため、法律で禁止

されています。

野
焼
き
と
は

　

野
焼
き(

野
外
焼
却)

と
は
、
適
法
な

焼
却
施
設
以
外
で
廃
棄
物
を
燃
や
す
こ
と

を
指
し｢

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律｣(

廃
掃
法)

で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
ド
ラ
ム
缶
や
ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
等

を
用
い
た
家
庭
ご
み
の
焼
却
に
つ
い
て

も
、
平
成
13
年
の
法
律
改
正
以
降
、
法
律

で
定
め
ら
れ
た
構
造
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
焼
却
炉
で
の
焼
却
行
為
と
し
て｢

野

焼
き｣

に
該
当
し
、
法
律
に
違
反
す
る
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
法
律
に
違
反
し
て
野
焼
き
を

行
う
と｢

5
年
以
下
の
懲
役
、
も
し
く

は
１
，０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金(

ま
た
は

そ
の
両
方)｣

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

法
人
の
場
合
は
3
億
円
以
下
の
罰
金
が
科

せ
ら
れ
ま
す
。

野
焼
き
禁
止
の
例
外

(

廃
掃
法
第
16
条
の
2
第
3
項)

　

前
述
の
例
外
で
あ
っ
て
も
、
周
辺
の
生

活
環
境
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。｢

木
や
葉
等
を
よ
く

乾
燥
さ
せ
煙
の
発
生
を
抑
え
る｣｢

風
向

き
に
よ
っ
て
は
野
焼
き
を
し
な
い｣｢

苦

情
が
発
生
し
た
ら
焼
却
を
止
め
る｣

等
、

近
隣
の
方
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
よ
う

配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

野
焼
き
が
禁
止
さ
れ
る
理
由

　

野
焼
き
は
、
３
０
０
℃
程
度
の
低
い
温

度
の
た
め
、
廃
棄
物
の
焼
却
に
よ
り
毒
性

が
非
常
に
強
い
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
や
塩
化

水
素
が
発
生
す
る(

※)

恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
住
宅
地
付
近
で
野
焼
き
を
行

う
と
、
煙
や
す
す
が
家
の
中
に
入
っ
た
り
、

洗
濯
物
に
に
お
い
が
つ
い
た
り
と
、
周
辺

① 

国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
施
設

の
管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物

の
焼
却

②  

震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
凍
霜
害
そ
の

他
の
災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は

復
旧
の
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

③ 
風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を

行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

④ 

農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ

る
廃
棄
物
の
焼
却

⑤ 

た
き
火
や
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む
上

で
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却
で

あ
っ
て
軽
微
な
も
の

例
： 

河
川
管
理
者
等
が
河
川
の

管
理
を
行
う
た
め
に
伐
採

し
た
草
木
等
の
焼
却

例
： 

凍
霜
害
防
止
の
た
め
の
稲
わ
ら
の
焼
却
、　

災
害
時
に
お
け
る
木
く
ず
等
の
焼
却

例
： 

ど
ん
ど
焼
き(
地
域
の
行
事
に
お
け
る
不

要
と
な
っ
た
門
松
や
し
め
縄
等
の
焼
却)

例
： 

畦
焼
き
、
も
み
殻
、
伐
採

し
た
枝
の
焼
却

例
： 

た
き
火
や
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
等

　

公
益
上･

社
会
の
習
慣
上
や
む
を
得
な

い
場
合
や
、
周
辺
の
生
活
環
境
に
与
え
る

影
響
が
軽
微
な
場
合
、
野
焼
き
が
例
外
的

に
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

藤
村
︶

☎
32
︲
６
７
０
３

の
生
活
環
境
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
最

悪
の
場
合
火
の
粉
が
飛
び
、
火
災
へ
と
発

展
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

例
外
的
に
野
焼
き
を
行
う

際
の
注
意
点

(

※) 

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
や
塩
化
水
素
に
は
塩
素
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
が
、塩
素
は
大
気
中
や
土
壌
等
に
も
極

微
量
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
何
を
燃
や
し
て
も
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

関
西
経
済
連
合
会
と
福
井
県
原
子
力
発

電
所
所
在
市
町
協
議
会
と
の
意
見
交
換

会
開
催

　

８
月
22
日
に
、
関
西
経
済
連
合
会
︵
関

経
連
︶
と
福
井
県
原
子
力
発
電
所
所
在
市

町
協
議
会
と
の
意
見
交
換
会
を
大
阪
市
内

で
開
催
し
、
当
町
か
ら
は
同
協
議
会
の
会

員
と
し
て
、
山
口
町
長
と
﨑
元
町
議
会
議

長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
交
換
会
は
、
立
地
自
治
体
と

消
費
地
域
が
、
国
が
抱
え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

問
題
や
原
子
力
政
策
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
、
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
に
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。

↑意見交換を行う参加者

↑意見を述べる山口町長

　
　
　

燃
料
取
出
し
の
作
業
準
備
に
お
い

て
複
数
の
不
具
合
が
発
生
し
て
い
る
が
、

年
内
に
１
０
０
体
の
燃
料
体
を
取
り
出
す

目
標
や
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
影
響
は
あ
る

の
か
。

　
　
　

今
年
7
月
中
に
燃
料
取
出
し
の
作

業
開
始
を
予
定
し
て
い
た
が
、
一
連
の
不

具
合
の
対
策
を
し
っ
か
り
行
う
た
め
、
作

業
開
始
を
8
月
中
に
変
更
し
た
。
今
年
中

に
燃
料
体
１
０
０
体
を
取
り
出
す
目
標
に

変
更
は
な
く
、
土
、
日
曜
日
も
含
め
た
作

業
工
程
や
作
業
体
制
を
し
っ
か
り
と
整
備

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

第
１
９
７
回
美
浜
町
原
子
力
環
境
安
全

監
視
委
員
会
を
開
催

問
1

答
1

美
浜
発
電
所
の
状
況
等
に
つ
い
て

(

関
西
電
力
㈱)

　
　
　

海
抜
32
ｍ
の
強
固
な
高
台
で
あ
る

た
め
、
放
水
車
や
電
源
車
の
保
管
場
所
と

し
て
活
用
す
る
と
と
も
に
、
事
故
時
の
燃

料
ピ
ッ
ト
へ
の
海
水
注
入
等
に
活
用
す
る
。

　
　
　

安
全
性
向
上
対
策
工
事
に
お
い
て

構
台(

高
台)

を
整
備
す
る
作
業
を
行
っ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

問
2

答
2

も
ん
じ
ゅ
の
廃
止
措
置
計
画
等
に
つ
い
て

(

日
本
原
子
力
研
究
開
発
機
構)

↑ 関西電力㈱から説明を受ける委員

　

8
月
17
日
に
、
第
１
９
７
回
美
浜
町
原

子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
を｢

き
い
ぱ

す｣

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
発
電
所
の
周
辺

環
境
へ
の
影
響
等
に
関
す
る
福
井
県
原
子

力
環
境
安
全
管
理
協
議
会
の
報
告
の
ほ

か
、
平
成
30
年
3
月
28
日
に
廃
止
措
置
計

画
が
認
可
さ
れ
た
高
速
増
殖
原
型
炉
も
ん

じ
ゅ
の
状
況
等
に
つ
い
て
日
本
原
子
力
研

究
開
発
機
構
に
説
明
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
西
電
力
㈱
美
浜
発
電
所
1
、

2
号
機
の
廃
止
措
置
や
3
号
機
の
安
全
性

向
上
対
策
工
事
に
つ
い
て
、
そ
の
進
捗
や

状
況
を
確
認
す
る
た
め
、
発
電
所
構
内
に

お
い
て
現
地
視
察
を
実
施
し
、
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
の
主
な
質
疑
応
答
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

本
委
員
会
で
は
、
今
後
も
国
の
動
向
を

は
じ
め
、
発
電
所
の
廃
止
措
置
作
業
等
、

原
子
力
発
電
を
取
り
巻
く
課
題
や
問
題
等

に
つ
い
て
適
宜
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

※ 

も
ん
じ
ゅ
で
は
、
8
月
30
日
か
ら
燃
料

取
出
し
作
業
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
お
互
い
の
団
体
の
取
り
組

み
状
況
を
紹
介
し
た
後
、
当
協
議
会
会

員
市
町
の
首
長･

議
長
と
関
経
連
の
地
球

環
境･

エ
ネ
ル
ギ
ー
委
員
会
の
委
員
が

　

続
い
て
、
関
経
連
の
中
堅
企
業
の
経

営
者
で
構
成
さ
れ
る
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ

部
会
と
の
意
見
交
換
と
し
て
、
同
部
会

の
メ
ン
バ
ー
が
今
年
７
月
に
実
施
し
た

高
浜
発
電
所
視
察
の
感
想
の
他
、
電
気

料
金
の
変
動
に
伴
う
影
響
と
各
企
業
の

対
応
、
原
子
力
発
電
を
含
め
た
正
し
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
構
成
の
理
解
促
進
、
情
報

発
信
等
を
テ
ー
マ
と
し
て
各
社
の
取
組

み
や
経
営
状
況
に
基
づ
い
た
具
体
的
な

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
協
議
会
で
は
立
地
自
治
体
と
し
て
、

消
費
地
域
の
経
済
団
体
で
あ
る
関
経
連

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
原
子
力
発
電

に
起
因
す
る
課
題
等
に
つ
い
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
原
子
力
発
電
を
取

り
巻
く
状
況
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
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募集や案内等、さまざまな
お知らせをお届けします。

お知らせ
Mihama　Information

町役場各部署直通電話番号

町各施設電話番号

３２－３１１１

歴史文化館
給食センター

な び あ す

町立図書館(なびあす内)

はあとぴあ

３２－１２１２

３２－００８３
３９－１１１６き い ぱ す

３９－１３０１丹生診療所

３２－３２００

東部診療所 ３７－２９１１

４５－２３００

総合体育館

エコクル美方
子育て支援センター

３２－０１９２
若狭国吉城歴史資料館

３２－００５０
３２－００２７ 
３２－２１１１

税　 務　 課

住 民 環 境 課

福　 祉　 課

健康づくり課 

商 工 観 光 課

農 林 水 産 課

土 木 建 築 課

出　 納　 室

議 会 事 務 局

上 下 水 道 課

３２－６７０２

３２－６７０３

３２－６７０４

３２－６７１３

３２－６７０５

３２－６７０６

３２－６７０７

３２－６７１０

３２－６７１１

３２－１３４１

３２－６７００

３２－６７０１

教 育 政 策 課 ３２－６７０８

総　 務    課

企 画 政 策 課
美浜創生戦略課

３２－６７１５
エネルギー政策課

３２－６７１６

みはまブランド開拓課
３２－６７１４

生 涯 学 習 課 (なびあす内)
３２－１２１２
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◆｢

ハ
ロ
ウ
ィ
ン｣

○
さ
く
ら
ん
ぼ
ひ
ろ
ば

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー(

担
当･

河
村)

☎
32
︲
０
１
９
２

　

10
月
30
日(

火)･

31
日(

水)

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

● 

日 

時

● 

会 

場

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

● 

対 

象

ど
な
た
で
も

● 

内 

容

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
曲
に
合
わ
せ
た

行
進
や
遊
戯
等
を
皆
さ
ん
で
楽

し
み
ま
す
。

● 

そ
の
他

　

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

催
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ 

ｃ
ａ
ｆ
ｅ
が

開
催
さ
れ
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

福
井
県
国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー

☎
21
︲
３
４
５
５

10
月
7
日(

日)

午
後
2
時
～
3
時
30
分

● 

日 

時

● 

会 

場

　

福
井
県
国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー

　

(

敦
賀
市
神
楽
町
2
丁
目
2
︲
4 

ア
ク
ア
ト
ム
2
階)

● 

対 

象

　

中
学
生
以
上
で
、
簡
単
な
日
常
会
話

程
度
の
英
語
が
理
解
で
き
る
方

● 

内 

容

　

福
井
大
学
留
学
生
の
方
々
と
、
英
語
を

使
っ
た
ゲ
ー
ム
や
会
話
、
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
を
行
い
ま
す
。

● 

定 

員

20
人(
要
申
込･

先
着
順)

● 

費 
用

無
料

 

お
ち
ゃ
っ
と
サ
ロ
ン｢

韓
国｣

が

が
開
催
さ
れ
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

福
井
県
国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー

☎
21
︲
３
４
５
５

10
月
20
日(

土)

午
後
2
時
～
3
時
30
分

● 

日 

時

● 

会 

場

　

福
井
県
国
際
交
流
嶺
南
セ
ン
タ
ー

● 

ゲ
ス
ト

･

金 

銀
子 

氏

･

朱 

美
慶 

氏　
　

(

と
も
に
韓
国
出
身)

● 

内 

容

　

ゲ
ス
ト
の
金
氏
と
朱
氏
か
ら
韓
国
の
話

を
聞
い
た
り
、
韓
国
の
食
べ
物
や
飲
み
物

の
試
飲
食
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。

● 

定 

員

20
人(

要
申
込･

先
着
順)

● 

費 

用

無
料

● 

対 

象

ど
な
た
で
も

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
の
収
益
金
は
、

市
や
町
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
使
わ
れ
ま
す
。

　

県
内
の
宝
く
じ
売
り
場
で
購
入
を
お
願

い
し
ま
す
。

● 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ

　

1
等･

前
後
賞
合
わ
せ
て
5
億
円

● 

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

　

1
等･

前
後
賞
合
わ
せ
て
5
千
万
円

● 

発
売
期
間

　

10
月
1
日(

月)

～
10
月
23
日(

火)

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

(

公
財)

福
井
県
市
町
振
興
協
会

☎
０
７
７
６
︲
57
︲
１
６
３
３

(

新
市
町
村
振
興
宝
く
じ)

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
は

　
　
　
　
　
　
　

 

県
内
で
購
入
を

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
福
祉
課(

担
当･

浜
野)  

☎
32
︲
６
７
０
４

● 

受
付
期
間

　

10
月
1
日(

月)

～
19
日(

金)

● 

申
込
方
法

　

申
込
用
紙
は
9
月
25
日(

火)

よ
り
各

保
育
園
で
受
け
取
れ
ま
す
の
で
、入
園
を
希

望
す
る
保
育
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
31
年
度
の
途
中
入
園
を
約
束
す
る

　

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
来
年
5
月

　

以
降
の
途
中
入
園
の
希
望
者
を
把
握

　

し
、
入
園
予
定
者
数
に
伴
わ
せ
て
職
員

　

を
配
置
し
た
い
の
で
、
予
定
の
あ
る
方

　

は
各
園
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
入
園
に
は
、
入
園
審
査
及
び
施
設
定
員

　

が
あ
る
た
め
、
条
件
に
よ
っ
て
は
、
受

　

け
入
れ
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あおなみ保育園

せせらぎ保育園

みずうみ保育園

平
成
31
年
4
月
入
園
の

　

保
育
園
新
規
入
園
児
童
の

申
し
込
み
を
開
始
し
ま
す

　町の農林水産団体、商工観光団体、
文化活動団体及び健康福祉団体が思
いを一つにしさまざまな催しを企画
しています。是非お越しください。

みはまナビフェス2018

※お問い合わせ先　･ 文化部門　　　町生涯学習課 ( 担当 ･ 浜野 )　☎ 32‐1212
　　　　　　　　　･ 産業部門　　　町農林水産課 ( 担当 ･ 渡辺 )　☎ 32‐6706
　　　　　　　　　･ 健康福祉部門　町福祉課 ( 担当 ･ 飯田 )　　　☎ 32‐6704

期 間

■ 2 日 ( 金 )

・文化サークル等の作品展示・バザー

■ 3 日 ( 土 )

・農林水産物品評会表彰式

・バザー

・花の寄せ植え教室
・特産品等があたる大抽選会

等

▷芸能の祭典①
・ステージ発表

■ 4 日 ( 日 )

▷芸能の祭典②
・ステージ発表

▷開会宣言　午後 6 時 45 分

● 内　容　 町内で活動をしている団体によ

る発表を行います。

● 入場料　無料

文化部門 11 月 2 日 ( 金 ) ～ 4 日 ( 日 ) 場 所 なびあす

期 間
11 月 10 日 ( 土 )

～ 11 日 ( 日 )

場 所

町役場特設会場

産業部門 健康福祉部門

期 間
11 月 17 日 ( 土 )

～ 18 日 ( 日 )

場 所
はあとぴあ

はあとぴあまつり

未来へつなげ！ ～ふるさと美浜　地域の絆～

■ 2 日 ( 金 ) ～ 4 日 ( 日 )　

プレイベントとして
17 日にハートフル
ウォークを開催しま
す。

▷オープニングイベント　午後 7 時
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人間ドックの検診費用を助成します

1 助成対象となるドック　1日ドック、2日ドック、脳ドック

区分 美浜町国民健康保険加入者 後期高齢者医療加入者

対象者
　検診日当日、35歳以上の被保険者で国
民健康保険税に滞納がない世帯の方

　検診日当日、被保険者で町税及び後期
高齢者医療保険料に滞納がない方

募集人数 各ドック20人 各ドック5人

2 対象者と募集人数

性

別

1日ドック 2日ドック 脳ドック
一般的な
検査料金 助成限度額 一般的な

検査料金 助成限度額 一般的な
検査料金 助成限度額

男性 43,050円 21,000円
65,730円 32,000円 44,100円 22,000円

女性 46,200円 23,000円

3 助成額 　原則として、県内の医療･検診機関で受診した基本料金の約2分の1です。ただし、交通費
やオプション等による追加料金は対象となりません。なお、助成限度額は次のとおりです。

■助成限度額

※お問い合わせ先　町住民環境課(担当･馬野／大同) ☎32‐6703

① 各ドックを受診する前に、必ず申請をお願いします。
② 助成は、1日ドック･2日ドック･脳ドックのいずれか1つに限ります。
③ 町が行う特定健診･長寿健診を受診する方は助成対象になりません(脳ドックを除く)。
④ 助成期間内に定員に達した場合は、募集を締め切ります。

6 注意事項

～ 美浜町国民健康保険･後期高齢者医療保険に加入の皆さんへ ～

4 申請手続き(助成までの流れ)

① 印鑑を持参し、町住民環境課窓口で申請書をお書きください。
② 町から助成決定通知書を送付します。
③ 検診機関に予約を取り、受診後に料金の全額を検診機関にお支払ください。
④ 受診結果･問診票･領収書･助成金請求書を町住民環境課に提出してください。
⑤ 指定口座に、助成金を振り込みます。

5 助成期限 平成31年3月31日(日)までに受診した方

　

平
成
31
年
8
月
か
ら
、
県
内
全
市
町

に
お
い
て
、
国
民
健
康
保
険
証
の
様
式

や
有
効
期
限
が
統
一
さ
れ
る
予
定
で
す
。

そ
の
た
め
、
10
月
に
更
新
さ
れ
る
保
険

証
の
有
効
期
限
は
平
成
31
年
7
月
31
日

ま
で
と
な
り
ま
す(

※)

。
平
成
31
年
度

以
降
は
、
7
月
中
に
保
険
証
を
送
付
し

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
社
会
保
険
等
、
他
の
保
険
に

加
入
さ
れ
た
方
は
、
町
住
民
環
境
課
で

国
民
健
康
保
険
資
格
喪
失
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

大
同)

☎
32
︲
６
７
０
３

新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
の

有
効
期
限
が
変
わ
り
ま
す

(

※) 

現
在
、
退
職
被
保
険
者
の
方
で
平
成
31
年
7
月

末
ま
で
に
一
般
被
保
険
者
に
変
更
さ
れ
る
方
や
、

75
歳(

後
期
高
齢
者
医
療
対
象
者)

に
な
る
方
に

つ
い
て
は
、
7
月
31
日
以
外
の
有
効
期
限
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※お問い合わせ先　敦賀交通安全協会 ☎25‐6386

秋の地域運転者講習会が開催されます
月日 時間 会場

10 月 30 日 ( 火 )
午前 10 時～ 11 時 30 分 はあとぴあ

午後 7 時～ 8 時 30 分 はあとぴあ

10 月 31 日 ( 水 ) 午後 7 時～ 8 時 30 分 美浜東小学校

11 月 1 日 ( 木 ) 午後 7 時～ 8 時 30 分 北西郷公民館

※  夜間受講出来ない方は、昼間の講習会をぜひご利用ください。

平
成
31
年
4
月
入
学
の

　

公
立
若
狭
高
等
看
護
学
院
生

　

 　
　
　
　
　
　
　

を
募
集
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

公
立
若
狭
高
等
看
護
学
院

☎
０
７
７
０
︲
52
︲
０
１
６
２

※
試
験
は
す
べ
て
公
立
若
狭
高
等
看
護
学

　

院
で
行
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

● 

推
薦
入
学
試
験

[

対
象
者]　

　

平
成
31
年
3
月
に
高
等
学
校
卒
業
見
込

み
の
者

[

受
付
期
間] 

10
月
1
日(

月)
～
12
日(

金)

[

試
験
日]　

 

10
月
20
日(

土)

● 

社
会
人
入
学
試
験

[

受
付
期
間] 

10
月
1
日(

月)

～
12
日(

金)

[

試
験
日]　

 

10
月
20
日(

土)

● 

一
般
入
学
試
験(

後
期)

[

受
付
期
間]

　

平
成
31
年
2
月
19
日(

火)

～
27
日(

水)

[

試
験
日]　

 

平
成
31
年
3
月
7
日(

木)

● 

一
般
入
学
試
験(

前
期)

[

受
付
期
間] 

11
月
19
日(

月)

～
30
日(

金)

[

試
験
日]　

 

12
月
8
日(

土)

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
課(

担
当･

久
木)

　
　
　

  　
　
　
　
　

☎
32
︲
６
７
１
６

● 

内 

容 

　

防
災
士
と
し
て
必
要
な
知
識
に
関
す
る

｢

災
害
危
機
管
理｣

等
の
12
講
目
の
研
修

● 

対 

象　

・
地
域
に
お
け
る
防
災
活
動
に
意
欲
の
あ

  

る
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

・
自
主
防
災
組
織
や
自
治
会
の
構
成
員
等

● 

定 

員　

 

１
０
０
人(

定
員
に
な
り
次
第
、 

受
付
を
終
了
し
ま
す)

● 

申
込
期
限　

11
月
2
日(

金)

ま
で

● 

費 

用　

８
，０
０
０
円

　
　

 (

受　

験　

料　

３
，０
０
０
円)

　
　

 (

認
証
登
録
料　

５
，０
０
０
円)

● 

受
講
条
件　

・
　

 

研
修
当
日
に
県
が
事
前
送
付
す
る
レ

ポ
ー 

ト
を
提
出
す
る
こ
と

・
　 

研
修
日
の
前
後
に
各
消
防
署
が
実
施
す

る｢

普
通
救
命
講
習｣

等
を
受
講･

修

了
す
る
こ
と(

※)

・
　 

地
域
の
防
災
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す

る
こ
と

福
井
県
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

(

防
災
士
養
成
研
修)
が
開
催
さ
れ
ま
す

● 

日 

時

・
1
日
目　

 

12
月
1
日(

土)

　
　
　
　
　

午
前
9
時
15
分
～

午
後
5
時
30
分

・
2
日
目　

 

12
月
2
日(

日)

　
　
　
　
　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
50
分

※
2
日
目
の
午
後
4
時
50
分
か
ら
5
時
50

　

分
は
試
験
を
行
い
ま
す
。

　

8
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
第
7
回
美
浜

町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
議
案
を
審
議

し
、
す
べ
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

町
教
育
政
策
課(

担
当･

浜
野)

☎
32
︲
６
７
０
８

教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
議
案
第
25
号

　

教
育
委
員
会
自
己
点
検
・
評
価
報
告
書

に
つ
い
て

▼
議
案
第
26
号

　

興
道
寺
廃
寺
跡
保
存
活
用
計
画
策
定
委

員
会
設
置
要
綱
の
制
定
及
び
委
員
の
委
嘱

に
つ
い
て

● 

会 

場

　

小
浜
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

(

小
浜
市
遠
敷
84
︲
3
︲
4)

(
※)
　 
講
習
の
受
講
に
つ
い
て
は
、
敦
賀
消
防
署
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※  地元会場で受講ができない場合は、ほかの会場でも受講できます。自動車を運転される方はぜひ受講してください。
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● 参加費　無料

● 会　場　わかさ東商工会本所　2 階 講習会室 ( 若狭町中央 1‐5)

　わかさ東商工会では、創業を予定している方や、これから経営に取り組む事業者を

対象に、経営計画策定や収益確保等の経営に関するノウハウを学ぶための ｢ 創業塾 ｣

を開催します。

※お問い合わせ先　わかさ東商工会 美浜支所 ☎32‐0121
　　　　　　　　   町商工観光課(担当･武田) ☎32‐6705

創業 ･ 新事業等に挑戦される方を支援します !

● 時　間　午後7時～9時(5日間とも同じ)

開催日 内　容 講師 ( 予定 )

第 1 回 11 月 8 日 ( 木 ) 創業者事例について カフェ マーレ、内田製材所

第 2 回 11 月 9 日 ( 金 ) 創業者事例について SP 建材

第 3 回 11 月 12 日 ( 月 ) 事業計画策定 日本政策金融公庫

第 4 回 11 月 13 日 ( 火 ) 事業計画策定 日本政策金融公庫

第 5 回 11 月 14 日 ( 水 ) 個別相談 日本政策金融公庫、わかさ東商工会

● 内　容

● その他　わかさ東商工会美浜支所に事前申し込みが必要です。詳しくはお問い合わせください。

※お問い合わせ先　町みはまブランド開拓課(担当･後藤) ☎32‐6714

余った野菜を出荷しませんか？
　町では、首都圏の居酒屋に町内で採れた米や野菜、魚

等を出荷しています。これらの食材は、店の料理メニュー

で使用しており、首都圏のお客さんに大変人気です。

　現在、美浜の美味しい食材を、たくさんの人へお届け

するため、自身が育てた野菜や果物等を出荷したいとい

う方を探しています。野菜等は、役場から各店舗へまと

めて送りますので、お持ちいただくだけの簡単な作業で

す。不揃いでも構いません。

　是非、ご連絡をお待ちしております。

町内産の野菜等を使用した
居酒屋 ( 一例 )

◆熟成魚場　福井県美浜町　日本橋店

◆室町　美はま（日本橋）

◆越前居酒屋　うらら（渋谷）

◆なかめのてっぺん　（全店舗）

◆築地もったいないプロジェクト魚治

◆四十八漁場　　　　　　　　　　等

出荷イメージ

生産者 町役場
( 美浜町生産者連絡会 )

居酒屋

持ち込み 梱包 ･ 出荷

支払い 清算

● 

申
請
期
間

　

10
月
1
日(

月)

～
31
日(

水)

● 

受
付
場
所

　

町
農
林
水
産
課

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
農
林
水
産
課(

担
当･

大
同)  

☎
32
︲
６
７
０
６

農
用
地
利
用
計
画
の
変
更

(

農
振
除
外)

申
請
の
受
付
に
つ
い
て

　

農
用
地(

※
1)

を
農
用
地
以
外
の
用

途
に
利
用
す
る
た
め
に
は
、
農
用
地
利

用
計
画
の
変
更(

農
振
除
外)

申
請(

※

2)

が
必
要
で
す
。

　

町
で
は
、
農
用
地
利
用
計
画
の
変
更

(

農
振
除
外)

申
請
を
次
の
と
お
り
受
け

付
け
ま
す
。

(

※
1)　

 

町
が
農
業
上
の
利
用
を
確
保
す
べ
き
土
地
と

し
て
指
定
し
た
土
地

(

※
2)　

 

町
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
お
け
る
農

用
地
利
用
計
画
の
農
用
地
区
域
か
ら
当
該

農
地
を
除
外
す
る
手
続
き

● 

そ
の
他

　

申
請
の
際
は
、
農
地
の
位
置
や
転
用

内
容
の
確
認
及
び
申
請
書
類
の
説
明
の
た

め
、
事
前
に
町
農
林
水
産
課
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
農
振
除
外
は
、
町
農
業
振
興
地

域
整
備
計
画
の
変
更
を
伴
い
、
福
井
県
の

同
意
も
必
要
で
あ
る
た
め
、
す
べ
て
の
申

請
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

● 

対 

象

ど
な
た
で
も

● 

費 

用

無
料

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

県
シ
ニ
ア
人
材
活
躍
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
７
６
︲
43
︲
０
８
８
１

｢

ち
ょ
こ
っ
と
働
く
!?
シ
ニ
ア

相
談
会｣

が
開
催
さ
れ
ま
す

※
時
間
は
い
ず
れ
も

　

セ
ミ
ナ
ー　

午
後
1
時
30
分
～
2
時

　

相
談
会　
　

午
後
2
時
～
3
時
30
分

● 

日
時･

会
場

･

10
月
24
日(

水)
  

若
狭
図
書
学
習
セ
ン
タ
ー

(

小
浜
市
南
川
町
6
︲
11)

･

11
月
28
日(

水)
  

敦
賀
市
あ
い
あ
い
プ
ラ
ザ

(

敦
賀
市
東
洋
町
4
︲
1)

● 

内 

容

　

解
雇
や
賃
金
等
、
労
使
関
係
の
悩
み
や

不
安
に
つ
い
て
、
労
働
問
題
の
専
門
家

(

県
労
働
委
員
会
委
員)

が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

● 
対 

象

　

県
内
の
労
働
者
及
び
使
用
者
の
方
。
雇

用
形
態
も
問
い
ま
せ
ん
。

● 

費 

用

無
料

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

福
井
県
労
働
委
員
会 

事
務
局

☎
０
７
７
６
︲
20
︲
０
５
９
７

｢
職
場
で
の
悩
み
ご
と
無
料
相
談
会｣

が
開
催
さ
れ
ま
す

※
時
間
は
い
ず
れ
も

　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

● 

日
時･
会
場

･

10
月
6
日(
土)

  

越
前
市
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

(

越
前
市
府
中
1
丁
目
11
︲
2)

･

10
月
27
日(

土)

  

Ａ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ(

ア
オ
ッ
サ)

(

福
井
市
手
寄
1
丁
目
4
︲
1)

● 

内 

容

　

労
働
に
関
す
る
悩
み
に
つ
い
て
、
労
働

委
員
会
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

● 

費 

用

無
料

夜
間
労
働
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

※
時
間
は
い
ず
れ
も

　

午
後
6
時
30
分
～
8
時

● 

日 

時

･

10
月
23
日(

火)　

･

11
月
27
日(

火)

･

12
月
11
日(

火)

● 

そ
の
他

　

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

福
井
県
労
働
委
員
会 

事
務
局

☎
０
７
７
６
︲
20
︲
０
５
９
７

m
ail:ro

u
i@

p
ref.fu

ku
i.lg.jp

● 

そ
の
他

　

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
相
談
日
の
前

日
ま
で
に
労
働
委
員
会
事
務
局
ま
で
電
話

か
メ
ー
ル
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

対 

象

　

県
内
の
労
働
者
及
び
使
用
者
の
方
。
雇

用
形
態
も
問
い
ま
せ
ん
。

● 

会 

場

　

福
井
県
庁
内
会
議
室

　

(

福
井
市
大
手
3
丁
目
17
︲
1)

● 

内 

容

　

｢

働
い
て
み
た
い｣

と
考
え
て
い
る
皆
さ

ん
の
、は
じ
め
の
一
歩
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
具

体
的
な
働
き
方
に
つ
い
て
県
内
企
業
と
直

接
話
が
で
き
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
セ
ミ
ナ
ー

　

講　

師　

冨
田　

早
苗　

氏

　
　
　

 　
　

 (

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル･

プ
ラ

ン
ナ
ー
Ｃ
Ｆ
Ｐ) 

　

テ
ー
マ ｢

年
金
＂
だ
け
＂
で
は
な
い

　

  　
　
　

 

暮
ら
し
の
す
す
め｣
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現地探訪

※ 10 月 24 日 ( 水 ) までに町歴史文化館まで申し込みをお願いします。

みはま
“郷育プログラム”

関連講座

日　時 10 月 27 日 ( 土 ) 午前 9 時～午後 1 時

見学先 太興寺廃寺、若狭国分寺跡、
若狭神宮寺跡 ( 小浜市 )　等

講　師 松葉 竜司 氏 ( 美浜町歴史文化館 )

内容 バスで若狭の古代寺院遺跡を探訪し、

その立地と景観、寺院造営の背景を

学びます。

定員 20 人

探訪！若狭の古代寺院

みはま土曜歴文講座

　

下
水
道
は
、
家
庭
で
使
用
し
た
汚
水
を

処
理
し
、
浄
化
し
た
水
を
放
流
す
る
こ
と

で
、
川
や
海
で
の
悪
臭
や
害
虫･

伝
染
病

の
発
生
等
を
防
ぎ
、
美
し
い
自
然
環
境
を

保
つ
こ
と
を
目
的
に
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、

一
日
も
早
い
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
上
下
水
道
課(

担
当･

藤
田
／
釆
野)  

☎
32
︲
１
３
４
１

▼
宅
内
排
水
設
備
工
事
の
進
め
方

下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を

お
願
い
し
ま
す

↑ 下水道マスコット
キャラクター

　｢ スイスイ ｣ 美浜町排水設備指定工事店 検 索

③  

工
事
完
了
後
、
町
へ｢
使
用
開
始

届｣

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。(
指

定
工
事
店
が
代
行
し
ま
す
︶

②  

町
へ｢

排
水
設
備
等
確
認
申
請
書｣

　

 

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。(

指
定

工
事
店
が
代
行
し
ま
す
︶

① 

町
の
指
定
を
受
け
た
指
定
工
事
店

に
見
積
り
を
依
頼
し
、
内
容
等
を

十
分
検
討
の
う
え
、
指
定
工
事
店

と
契
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
町
上
下
水
道
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

座学

日時 10 月 20 日 ( 土 ) 午後 1 時 30 分～ 3 時

会場 美浜町歴史文化館　研修室 2

講師 渡辺　丈彦 氏(慶應義塾大学文学部 准教授)

内容 興道寺廃寺の発掘を指導し、文化庁

文化財調査官を務めた経験から、遺

跡の魅力や今後の保存活用のあり方

を提言します。定員 50 人

提言！興道寺廃寺跡の保存と活用

受講料

無 料
※展示室への入室には
　入館料が必要です

※事前に町歴史文化館まで申し込みをお願いします。( 会場に余裕がある場合、当日受付可 )

10
月
14
日(

日)

午
後
1
時
30
分
～
2
時
30
分

● 

日 

時

● 

会 

場

総
合
体
育
館

● 

講 

師

成
宮 

久
美
子 

氏(

指
導
士)

● 

対 

象

成
人
女
性
の
方

● 

内 

容

　

3
Ｂ(

ボ
ー
ル
、
ベ
ル
、
ベ
ル
タ
ー)

と
い
っ
た
用
具
を
使
っ
て
、
誰
で
も
無
理

な
く
楽
し
め
る
体
操
を
行
い
、ロ
コ
モ(

※)

予
防
や
心
身
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
図
り
ま
す
。

● 

定 

員

10
人

● 

費 

用

無
料

● 

持
ち
物

　

上
履
き
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

公
益
社
団
法
人　

日
本
3
Ｂ
体
操
協
会

　

☎
25
︲
４
５
７
５

3
Ｂ
体
操
体
験
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
農
林
水
産
課(

担
当･

田
邊)  

☎
32
︲
６
７
０
６

有
害
鳥
獣
の
適
正
な

捕
獲
実
施
に
つ
い
て

　

狩
猟
免
許
無
資
格
者
に
よ
る
猟
具
を
使

用
し
た
鳥
獣
の
捕
獲
は
違
法
行
為
に
当
た

り
ま
す
。
猟
具
を
使
用
し
有
害
鳥
獣
を
捕

獲
す
る
た
め
に
は
、狩
猟
免
許
を
取
得
し
、

狩
猟
を
行
う
都
道
府
県
へ
の
登
録
が
必
要

で
す
。

　

農
作
物
等
の
被
害
防
止
に
よ
る
有
害
鳥

獣
駆
除
を
お
考
え
の
方
で
、
狩
猟
免
許
取

得
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
農
林
水
産
課

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

免許の種類 法定狩猟の種類
( 使用できる猟具の種類 )

網猟免許 網 ( むそう網、はり網、つき網、
なげ網 )

わな猟免許 わな ( くくりわな、はこわな、
はこおとし、囲いわな )

第一種銃猟免許 装薬銃 ( ライフル銃、散弾銃 )、
空気銃 ( 圧縮ガス銃を含む )

第二種銃猟免許 空気銃 ( 圧縮ガス銃を含む )

●免許の種類と使用できる猟具の種類

　

常
に
正
し
い
計
量
器(

は
か
り)

を
取

引･

証
明
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
計
量

法
第
19
条
に
よ
る
計
量
器
の
定
期
検
査
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

商
店
、
病
院
、
学
校
、
農
林
水
産
団
体

等
で
取
引
や
証
明
の
た
め
に
使
用
し
て
い

る
計
量
器
は
、
も
れ
な
く
検
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

● 

日
時･

会
場

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
商
工
観
光
課(

担
当･

南)  

☎
32
︲
６
７
０
５

▼
10
月
26
日(

金)　

 ･

午
前
10
時
30
分
～
正
午　

　

 

は
あ
と
ぴ
あ

 ･

午
後
1
時
15
分
～
2
時

　

 

東
部
診
療
所

平
成
30
年
度
計
量
器(

は
か
り)

定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す

福井県最低賃金の改定

　10月1日から、県内で働く
すべての労働者とその使用
者に適用されます。

※お問い合わせ先
　敦賀労働基準監督署
　☎22‐0745

時間額 803円

10
月
6
日(

土)

午
前
10
時
～
午
後
4
時

● 

日 

時

● 

内 

容(

相
談
例)

･

　

 

相
続
が
開
始
し
た
が
、
土
地
や
家
屋
の

名
義
を
ま
だ
書
き
換
え
て
な
い
。

･

　

 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
や
消
費
者
金

融
か
ら
し
つ
こ
く
借
金
返
済
の
催
促
を

受
け
て
い
る
。

･

　

 

知
的
障
が
い
が
あ
る
子
ど
も
の
将
来
が

心
配
。

･

　

 

ア
パ
ー
ト
を
退
去
す
る
際
、
多
額
の
原

状
回
復
費
を
請
求
さ
れ
た
。

● 

相
談
料

無
料

● 

そ
の
他

　

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

福
井
県
司
法
書
士
会

☎
０
７
７
６
︲
43
︲
０
６
０
１

司
法
書
士
法
律
相
談
が開

催
さ
れ
ま
す

10
月
1
日
は｢

法
の
日｣

● 

会 

場

･ 

プ
ラ
ザ
萬
象(

敦
賀
市
東
洋
町
1
︲
1)

･ 

小
浜
商
工
会
議
所

(

小
浜
市
大
手
町
5
︲
32)

10
月
20
日(

土)

午
後
2
時
～
4
時

● 

日 

時

● 

会 

場

　

福
井
県
生
活
学
習
館

(

福
井
市
下
六
条
町
14
︲
1)

● 

講 

師
岡
野 

雄
一 

氏

(

漫
画
家
、
認
知
症
介
護
経
験
者)

● 

内 

容

　

｢

ペ
コ
ロ
ス
の
母
に
会
い
に
行
く
～
認

知
症
の
母
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
～｣

と
題

し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

● 

定 

員

３
０
０
人

● 

費 

用

無
料

● 

そ
の
他

　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
は
が
き
に
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先　

　

県
立
す
こ
や
か
シ
ル
バ
ー
病
院

　

(

福
井
市
島
寺
町
93
︲
6)

　

☎
０
７
７
６
︲
98
︲
２
７
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
７
７
６
︲
98
︲
２
７
９
３

認
知
症
に
関
す
る
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
す

(

※)

　 

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム(

運
動
器
症
候
群)

の
こ
と
で
、
筋
肉
や
骨
、
関
節
、
椎
間
板
と
い
っ

た
運
動
器
に
障
害
が
起
こ
り
、
日
常
生
活
に
何

ら
か
の
支
障
が
発
生
し
て
い
る
状
態
の
こ
と
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まちの話題をお知らせします

美浜地区自衛消防隊操法大会
万が一の災害に備えて

↓的に向かって放水する隊員 ( チーム )

男子消火栓操法･
地区の部

男子消火栓操法･
職域の部

女子消火栓操法の部

優 勝 河原市区
河原市信友会チーム

関西電力㈱
原子力事業本部

自衛消防隊

美浜町社会福祉協議会
美浜町社協チーム

準優勝 山上区
山上自衛消防隊

㈱関電パワーテック
美浜事業所チーム

太田区
太田女子チーム

3 位 久々子区
久々子チーム

関電プラント
美浜チーム

佐田区
SATA Let's Try!!チーム

特別賞 佐田区
佐田老人クラブチーム

関西電力㈱
美浜発電所Aチーム

関西電力㈱
美浜発電所Bチーム

　8 月 19 日に、第 23 回美浜地区自衛消防隊操法大
会が美浜消防署消防訓練場で行われました。
　本大会は、地区や職域のチームに分かれ、災害発生
時に使用する消火栓の操法技術を競うものです。
　出場した 22 チームの隊員は、迅速な消火の技術を
披露し、日頃の練習の成果を発揮していました。
　大会結果は次のとおりです。

間伐材の活用方法を学ぶ

↓グルーガンを使って工作を楽しむ参加者

バイオマス利用講座

　8 月 25 日に、バイオマス利用講座がきいぱすで
開催されました。
　この講座は、バイオマスエネルギーについて理解を
深めるために開催されたもので、参加した親子は座学
を行った後、きいぱす周辺の山に入り、間伐と木道作
り体験を行いました。その後、きいぱすに戻り、どんぐ
りや松ぼっくりを使った工作を楽しんでいました。

夏休みの特別イベント

↓五湖レンジャーによるお菓子まき

わかさ東あきんどまつり

　8 月 26 日に、わかさ東あきんどまつりがゆうあいひ
ろばで開催されました。
　このイベントは、地域振興や地元の人たちへの還元、
郷土愛の育成等を目的として、わかさ東商工会が毎年
開催しているものです。
　当日は親子約 2,000 人が訪れ、大抽選会や体験イ
ベント等で楽しいひと時を過ごしていました。

海上安全と豊漁を祈願

↓激しい取り組みを見せる大人相撲

八朔祭礼

　9 月 1 日から 2 日にかけて、八朔祭が恵比須神社 ( 日
向区 ) で行われました。
　祭りでは、海上安全と豊漁を祈願し、魚やお神酒、
太鼓の奉納等、さまざまな神事が執り行われました。
　2 日午後には、奉納相撲が行われ、大人と子どもが
それぞれ取り組みを行った後、赤ちゃん力士が土俵の
土を踏み、無病息災を祈願しました。

ファツィオリの音色が響きわたる

↓ファツィオリ F308 で課題曲を演奏する受講生

ポルタDe'ファツィオリ
　　　ファーストコンサート

　9 月 8 日に、ポルタ De' ファツィオリの受講生によ
るコンサートがなびあすで開催されました。
　このプログラムは、プロのピアニストによる本格的
な指導により、ピアノに親しみ、個々の能力に合わせた
育成を目指すものです。
　訪れた約 100 人の観客は、受講生が奏でるファツィ
オリの音色に聴き入っていました。

夏のお楽しみイベント

↓ゲームコーナーで遊ぶ子どもたち

なびあすキッズDay

　8 月 18 日に、なびあすキッズ Day がなびあすで開
催されました。
　当日は、ジュニアリーダーズクラブや青少年美浜町
民会議、美浜ライオンズクラブ等の協力のもと、輪投
げや射的等のゲームコーナーやマルシェ、はしご車乗
車体験が設けられ、訪れた子どもたちは、元気いっぱ
いに夏のイベントを楽しんでいました。

これからもお元気で！

↓山口町長と話す米寿を迎えられた藤田勝さん(菅浜)

すこやか長寿者訪問

　8 月 28 日と 29 日の 2 日間、山口町長が 88 歳 ( 米
寿 ) と 99 歳 ( 白寿 ) 以上の方を訪問しました。
　今年、町内で米寿を迎えられる方は、男性 31 人 ･
女性 47 人の計 78 人、白寿以上の方は男性 1 人 ･ 女
性 14 人の計 15 人です。
　山口町長は、長寿を祝い記念品を手渡し ｢ これから
もお元気で ｣ と言葉をかけていました。
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放 送 局

こやす か

※お問い合わせ先　
　子育て支援センター(担当･河村) ☎32‐0192

乳

健康 ･ 福祉 ･ 子育てに関する
情報をお知らせします。

早寝早起きの習慣を
つけましょう

まずは診断

認知症とのおつきあい
(認知症サポート医の紹介)

※お問い合わせ先
　東部診療所(村寄医師)　☎37‐2911

東部診療所　村寄医師

治療と生活維持に欠かせない
認知症サポート医

　自分(家族)が認知症ではないかと疑ったらどうしますか。一番多い答えは｢ま
ず、かかりつけ医の先生に相談する｣だと思います。
　今回は、その後の一般的な経過についてご紹介します。

　治療は病状に合わせて薬を微調整したり、生活

介助の見直し等を行います。治療薬の処方は、か

かりつけ医から受けながら、時には認知症サポー

　認知症は、いくつかの問診や検査を行うこと

で診断されます。かかりつけ医では血液検査等

が行われるでしょう。そして認知症の疑いが強

いとなれば、脳の状態評価のために認知症疾患

医療センター(専門医)を紹介受診し、脳波や画像

検査(MRI)の上最終診断を受けて治療することに

なります。

ト医や専門医と連携(相談)してもらうこともあり

ます。認知症サポート医は最近重要視されてお

り、認知症に関する判断や治療、生活面について

総合的にアドバイスを行う医師です。かかりつけ

医や専門医だけでなく、行政や福祉サービス機関

等とも連携しながら患者さんの課題に応えようと

してくれます。認知症専門医が少ない事への対策

の一つとして期待されている医師なのです。

　認知症の方は急増しており美浜町も例外ではあ

りません。この記事をきっかけに、将来経験する

かもしれない認知症とのお付き合い方法をイメー

ジしてみてはどうでしょうか。

幼児期は、体内時計のリズムが整っていな

いので、周りの大人が整えてあげる必要が

①早く起きる

　いきなり早く寝かせるのは難しいので、まずは

早起きから始めましょう。

②暗く静かな環境を作る

　テレビやスマートフォン等から出る強い光は、

脳に刺激を与え、寝付きにくい状態にします。こ

れらの電子機器は、寝る30分～1時間前には消す

よう心がけましょう。

③毎日同じ時間、同じ流れで眠るよう促す

　時間を決め、その時間が来たら眠る準備をしま

しょう。テレビを消す、寝室に移動する、絵本を

読む等、同じ時間に同じことを繰り返すことで、

脳に眠くなるサイクルができます。

あります。

　1～3歳頃は、昼と夜の区別を身に付ける大切な

時期です。理想的な睡眠時間は、午睡を含めて12

～14時間と言われていますので、夜は10時間を目

安に眠り、不足分は午睡で補うよう心がけましょ

う。ただし、午後3時以降の午睡は夜の睡眠の質を

悪くするので注意が必要です。どうしても眠ってし

まった場合は、ぐずっても30分以内で起こすよう

にしましょう。
　子どもにとっての睡眠は、脳を創り、脳を育て、

脳を守る時間です。子どものよりよい成長のため、

早寝早起きの習慣をつけ、よい睡眠のリズムをつけ

てあげましょう。

早く寝るための3つのポイント!

※お問い合わせ先 
　町健康づくり課 ( 担当 ･ 大井 ) 
　　　　　　　　☎ 32‐6713

特定健診･がん検診は
お済みですか？

10 月 17 日～ 23 日は

◎重複服薬を防ぎましょう

　町では、町内各地で各種集団健 ( 検 ) 診を実施しています。

　今年度の集団健 ( 検 ) 診の実施日は残り 3 日となりました。各種

がん検診は 500 円で受診できますので、まだ検診を受けていない

方や迷っている方は、早めに事前予約をして受診しましょう。

　町の健診会場では受けにくい方や日程が合わない方は、事前に町健康

づくり課にお申し込みいただくことで、都合の良い日時に指定の医療機

関で受診できます。

■集団健 ( 検 ) 診実施日 ･ 会場

■集団健 ( 検 ) 診が受けられない方は個別健 ( 検 ) 診をご利用ください

日程 会場 時間 健診
( ※ )

肝炎
検査

がん検診
備考

肺 胃 大腸 子宮 乳

10 月 12 日
( 金 ) はあとぴあ

7:00  ～ 11:00 ● ● 胃は完全予約制

13:00  ～ 13:50 ● ● ●

10 月 16 日
( 火 )

菅浜農業構造改善センター 10:00  ～ 10:30 ● ● ● ●

竹波原子力防災センター 13:30  ～ 14:00 ● ● ● ●

丹生公民館 15:00  ～ 15:30 ● ● ● ●

10 月 27 日
( 土 ) はあとぴあ

8:30  ～ 10:00 ● ● ● ● ●

13:00  ～ 13:50 ● ● ● ● ● ● 歯科健診を実施

( ※ )　特定 ( メタボ ) 健診、長寿健診、フレッシュ健診、一般健診

薬と健康の週間です
薬は、病気やけがの治療に用いられますが、

使用方法を間違えると効果が期待できなく

なるばかりか、かえって副作用が現れるこ

ともあります。

　重複服薬とは、複数の医療機関にかかっている
場合に、同じ効能の薬が重複して処方され、それ
らを服用することです。重複服薬は、医療費が高
額になるほか、体にも負担がかかります。
　次のことを心掛け、重複服薬を防ぎましょう。

① ｢ かかりつけ薬局 ｣ を持つ

　｢ かかりつけ薬局 ｣ とは、処方箋をもらったら、

必ずそこで調剤をすると決めている薬局です。

　複数の病院を受診した

際に、服薬の重複や飲み

合わせ等を確認してくれ

ます。

② ｢ お薬手帳 ｣ を活用する
　｢ お薬手帳 ｣ とは、処方された薬の詳細を記録
できる手帳のことです。薬の重複等をチェックで
きるので、薬局で手帳を見せ
るようにしましょう。
　手帳は 1 人 1 冊にまとめま
しょう。

できる手帳のことです。薬の重複等をチェックで
きるので、薬局で手帳を見せ

　手帳は 1 人 1 冊にまとめま

◎ジェネリック医薬品を活用しましょう
　｢ ジェネリック医薬品 ( 後発医薬品 )｣ とは、特
許期間が過ぎた新薬 ( 先発医薬品 ) と同じ有効成
分を含み、同等の効能 ･ 効果を持つ医薬品のこと
です。特許費が含まれないため、新薬より安価です。
　ただし、ジェネリック医薬品を使用する際は、
医師や薬剤師の説明を受けてから使用するように
しましょう。

※お問い合わせ先　町健康づくり課(担当･大井) ☎32‐6713
　　　　　　　　   町住民環境課(担当･大同) ☎32‐6703
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ふるさと昔
よもやま話

湧
き
水
の
音
の
高
ま
り
秋
に
入
る

恐
竜
の
育
ち
し
里
の
入
道
雲

風か
ざ
す
じ筋
の
首
に
や
さ
し
く
秋
を
知
る

水
澄
み
て
湖う
み

の
山
影
動
か
ざ
る

揚
げ
舟
は
朽
ち
曼ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

珠
沙
華
満
開
に

秋
風
や
ひ
と
り
暮
し
を
訪と

ひ
訪と

は
れ

町
中
の
日
溜
り
さ
み
し
鳳ほ
う
せ
ん
か

仙
花

明
日
よ
り
も
今
が
大
事
と
法ほ
う
し師
蝉ぜ
み

遠
き
日
の
思
ひ
出
淡
き
合ね

む歓
の
花

8/1～8/31 受付分
（敬称略）慶弔慶弔

(78)

◎ご誕生

氏　名 住 所 年齢 届出人

坂 井 豊 一 金 山 93 坂 井 弘 尚

冨　井　美智子 早 瀬 93 武 長 詩 子

竹 阪 　 卓 南 市 84 竹　阪　美代香

西 田 幸 子 上 野 84 西　田　弥八朗

◎おくやみ

●応募方法
　クロスの真ん中（2重枠内）に漢字1文字入れると4つの2文字
言葉が完成します。
　2つのクロスを解き、使った2つの漢字で美浜町の土地･地区･
場所の名称をつくってください。
　はがきに、答えと住所、氏名（お便りも大歓迎！）を書い
て、「広報みはまハ－トフルクイズ」係（〒919‐1192美浜町
郷市25-25）まで送ってください。
　メールで応募される方は、次のアドレスに送信してください。
【メールアドレス】
  kouhou-mihama@town.fukui-mihama.lg.jp

【QRコード】

迷 崎
殿

神
宮

神
宮

迷 宮

宮 崎

宮
殿

（例）

こたえ  ◯◯

代
欠

火 羊
女

　締切りは、10月10日(水)(消印有効)です。正解者の中から
抽選で5人の方に記念品をお送りします。
●9月号の答え　五十谷
●応募者総数は10人で9人正解でした。当選の発表は、記念
　品の発送をもってかえさせていただきます。

利

氷

白

　（ 2歳6ヶ月 )ちゃん

　ダンスとおしゃべりが大好き

なこうちゃん。

　いつも楽しいおしゃべりで、

笑わせてくれてありがとう！

　これからも、笑顔いっぱい元

気に育ってね。

光
こ う き

希

牛玖　哲也 さん ･ 美紀 さん
　　　　　　 (金山)の長男　

↑ 興道寺廃寺跡の出土品
　(塑像か、壁画か、土壁か)

まちびと まちびと 

第 6 回企画展
｢ 素

そ び ょ う

描、興道寺廃寺跡 ｣
～塑像か、壁画か、土壁か～

氏　名（ 旧 姓 ） 住　所

 (島　田)  雅　俊　＆　 中　村 　知　世　 菅　浜

佐々木　優　介　＆　(清　水)　聖　子 佐　田

岡　部　　　晃　＆　(竹　内)　彩　夏 郷　市

◎ご結婚

氏　名 性別 父・母 住　所

田 中 優 成 男 啓進・美奈 山 上

北 澤 藍 佳 女 　宏明・かおる 郷 市

森 山 朝 葉 女 良樹・由記 久々子

平 城 満 大 男 博之・寛子 金 山

和多田　紋　人 男 　誠・恵美 松 原

ゆ う せ い

あ　い　か

あ　さ　は

ま　ひ　ろ

あ　や　と

　

8
月
11
日
か
ら
歴
史
文
化
館
で
始

ま
っ
た
第
6
回
企
画
展
の
テ
ー
マ
は

｢

素
描
、
興
道
寺
廃
寺
跡｣

。
興
道
寺

廃
寺
跡
や
、
周
辺
地
域
の
近
江
や
越
前

の
古
代
寺
院
か
ら
の
出
土
品
を
通
じ
て

荘
厳
な
古
代
寺
院
の
姿
を
考
え
る
展
覧

会
を
開
催
中
で
す
。　

　

さ
て
、｢

篤あ
つ

く
三
宝
を
敬
へ｣

と
は
、

推
古
天
皇
12
年
、
聖
徳
太
子
が
つ
く
っ

た
と
も
い
わ
れ
る
憲
法
十
七
条
の
一
部

で
、仏
教
で
重
ん
ず
る｢

仏｣

、｢

法(

経

典)｣

、｢

僧(

僧
侶
、
僧
尼)｣

の
三
宝

を
敬
う
こ
と
が
条
文
と
し
て
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

各
地
の
古
代
寺
院
遺
跡
を
発
掘
す
る

と
、
三
宝
の
う
ち｢

仏｣

に
関
す
る
も

の
が
出
土
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
金
堂
内
の
壁
に
せ
ん
仏(

方
形

に
整
え
た
土
に
、
小
さ
な
仏
像
が
レ

リ
ー
フ
の
よ
う
に
浮
き
出
た
土
製
品)

を
タ
イ
ル
の
よ
う
に
張
り
つ
け
た
も
の

が
あ
り
ま
す
。
古
く
に
焼
失
し
た
法
隆

寺
金
堂
の
よ
う
に
壁
画
が
描
か
れ
た
例

も
知
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
興
道
寺
廃
寺

跡
の
よ
う
に
塑そ

ぞ

う

ら

ほ

つ

像
螺
髪
が
出
土
し
た
事

例
は
全
国
で
50
例
程
度
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
塑
像
そ
の
も
の
が
遺
跡
か
ら

発
掘
さ
れ
る
こ
と
は
稀
で
、
土
製
ゆ
え
に

長
く
地
中
に
埋
蔵
さ
れ
る
と
土
に
戻
っ

て
し
ま
う
た
め
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
周
辺
地
域
の
古

代
寺
院
か
ら
出
土
し
た｢

仏｣

関
係
資

料
を
展
示
し
ま
し
た
。
高
島
市
日
置
前

廃
寺
出
土
の
塑
像
、
壁
画
片
は
日
本
で

も
数
例
し
か
な
い
貴
重
な
資
料
で
す
。

ま
た
、日
置
前
廃
寺
や
越
前
市･

王
子
保

窯
跡
群
出
土
の
せ
ん
仏
は
大
変
精
緻
な

仏
様
が
浮
き
出
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
展
示

ケ
ー
ス
越
し
に
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
か
つ
て
興
道
寺
廃
寺
跡

の
金
堂
基
壇
の
近
く
か
ら
土
壁
状
の
土

製
品
が
出
土
し
ま
し
た
。
一
辺
5
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
程
度
し
か
残
っ
て
い
な
い

小
さ
な
も
の
で
す
が
、
平
坦
な
面
に
は

薄
く
白
土
が
塗
ら
れ
、
ま
た
顔
料
の
よ

う
に
黒
く
す
く
ん
だ
部
分
も
残
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
側
面
に
も
平
坦
な
部
分

が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

発
掘
調
査
当
時
は
金
堂
内
の
壁
画
の

一
部
や
塑
像
の
衣え

も

ん文
と
も
判
断
さ
れ
ま

し
た
が
、
壁
画
で
あ
れ
ば
大
発
見
と
な

る
こ
と
か
ら
、
奈
良
大
学
保
存
科
学
研

究
室
の
西
山
要
一
教
授
に
お
願
い
し
、

顔
料
の
よ
う
に
見
え
る
箇
所
の
蛍
光
Ｘ

線
分
析
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
例

え
ば
ベ
ン
ガ
ラ
と
な
る
酸
化
第
二
鉄
が

劣
化
し
て
黒
く
残
っ
た
も
の
と
も
考
え

ら
れ
た
の
で
す
が
、
科
学
的
な
分
析
の

結
果
、
顔
料
の
付
着
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

日
本
の
塑
像
は
心
木
の
上
に
粗
土
、

中
土
、
仕
上
げ
土
、
白
土
と
順
に
細
か

い
土
を
盛
り
付
け
て
整
形
し
て
い
く
の

で
、
こ
の
土
製
品
が
塑
像
の
一
部
で
あ

る
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
初
め
て
公
開
さ

れ
る
資
料
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
塑
像

か
、
壁
画
か
、
土
壁
か
、
ご
覧
に
な
っ

て
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

(

美
浜
町
歴
史
文
化
館)

俳　

句
山
東　

二
郎　

(

佐　

田)

田
辺　

粧
洋　

(

日　

向)

山
田　

世
志
男　

(

佐　

柿)

浅
妻　

み
ど
り　

(

大　

藪)

野
原　

方
子　

(

久
々
子)

森
久　

伍
偉
千　

(

新　

庄)

政
岡　

弘
子　

(

大　

藪)

楠　

充
代　

(

佐　

田)

藤
本　

藤
絵　

(

新　

庄)

水
無
月
俳
句
会

第23回美浜地区自衛消防隊
操法大会で優勝した

＊優勝した感想を一言お願いします。

｢河原市信友会チーム｣の皆さん
(左から)

　今回は、優勝するためにこのメンバーが集まり、真剣に練習を
し、本番で最高の操法ができました。優勝という結果にとても満足
しています。自分たちの町は自分たちで守る。そのための防火意識
の向上を地区全体に呼びかけていきたいと思います。

　さん辻 昌
まさゆき

之

髙木 博
ひろゆき

之　さん

北山 政
まさみち

道　さん

木下 達
た つ お

男　さん



32広報みはま

N
o
.5
7
3

発
行
：
美
浜
町
　
編
集
：
企
画
政
策
課
　
〒
919-1192 福

井
県
三
方
郡
美
浜
町
郷
市
25-25

T
E
L
.0
7
7
0
-3
2
-6
7
0
1

FA
X
.0
7
7
0
-3
2
-1
1
1
5

URL h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.m
ih
a
m
a
.fu
k
u
i.jp
/

　
  k
ik
a
k
u
-s
e
is
a
k
u
@
to
w
n
.fu
k
u
i-m
ih
a
m
a
.lg
.jp

企
画
政
策
課

人口の動き

■くらしのカレンダー■

●イベント　●健康診査・検診　●子ども行事　●ごみ・資源回収
●行事の予定は、9月 14日現在のものです。
　一部変更になる場合がありますので事前にご確認ください。
●　　　網かけの日は、役場はお休みです。 
●　　　は古紙回収日、後に続く（　）内は回収地区です。
●休日の当番医に関するお問い合わせ先　 町役場 ☎32-1111（代表）　美浜消防署 ☎32-1190
古紙

10 月の納税 [納期限 10/31（水）]※納付は口座振替が便利です。

固定資産税 (3期 )･国民健康保険税 (4期 )

(東地区)古紙

(耳地区:河原市･南市･栄区を除く)古紙

(北･南地区)古紙

(河原市･南市･栄区)古紙

平成 30年10月

15（月）

16（火）

14（日）

13（土）

12（金）

11（木）

10（水）

9（火）
8（月）
7（日）
6（土）
5（金）
4（木）
3（水）

27（土）

26（金）

25（木）

24（水）
23（火）

21（日）
22（月）

20（土）
19（金）
18（木）

17（水）1（月）

2（火）

28（日)

29（月)

30（火)

31（水)

　

長
か
っ
た
酷
暑
も
よ
う
や
く
一
段
落
し
、朝

夕
は
ず
い
ぶ
ん
涼
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
末
か
ら
い
よ
い
よ
国
体
が
始
ま
り
ま

す
。50
年
ぶ
り
に
福
井
開
催
と
な
る
大
会
の
取

材
に
携
わ
れ
る
の
は
光
栄
と
思
う
反
面
プ
レ

ッ
シ
ャ
ー
も
感
じ
て
い
ま
す
。来
月
号
で
は
、国

体
の
様
子
を
読
者
の
方
に
お
届
け
で
き
る
よ

う
、精
一
杯
取
材
を
し
ま
す
の
で
、会
場
で
見
か

け
ま
し
た
ら
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。（
Ｐ
）

▽
表
紙
の
写
真

　

9
月
2
日
に
日
向
区
で
行
わ
れ
た
、八
朔
祭

の
様
子
で
す
。化
粧
ま
わ
し
や
紅
白
の
は
ち
ま

き
を
身
に
着
け
た
赤
ち
ゃ
ん
は
、力
士
に
抱
か

れ
な
が
ら
土
俵
に
上
が
り
ま
し
た
。

※
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
み
は
ま
9
月
号
13
頁「
こ
く
た
い
つ
う

し
ん
ｖ
ｏ
ｌ
．10
」の
デ
モ
ス
ポ
の
大
会
結
果

で
、3
年
生
以
下
女
子
の
部（
３
０
０
ｍ
）の
氏

名
を「
今
村
彩
華
」さ
ん
と
記
載
し
ま
し
た
が
、

正
し
く
は「
西
川
芭
奈
」さ
ん
で
し
た
。

　

関
係
者
の
皆
様
方
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

た
こ
と
を
お
詫
び
し
、訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

平成30年9月1日現在

人口総数
    9,642人
男 4,729人
女 4,913人

前月比
（－  1）
（＋  2）
（ー  3）

世帯数
  3,710世帯 (－  5)

13:30～母親学級(はあとぴあ)

19:30～町民人権講座(なびあす)

10:00～戦没者追悼式･追悼法要(はあとぴあ)

13:30～みはま土曜歴文講座

  8:00～ハートフル朝市(久々子水神公園広場)

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)

10:00～2歳児教室(はあとぴあ)
13:00～3歳児健診(はあとぴあ)

10:00～ミニさくらんぼ(佐田公民館)

  8:30～住民健診[生活習慣病予防健診、肝炎、
　　　　    肺･胃･大腸･前立腺がん検診]
　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)
  9:00～みはま土曜歴文講座
13:00～住民健診[生活習慣病予防健診、肝炎、
　　　　    肺･大腸･前立腺･子宮･乳がん検診]
　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

  8:00～ハートフル朝市(久々子水神公園広場)
  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
　　　　　　　　　　   (～12:00 エコクル美方)

10:00～秋の地域運転者講習会(はあとぴあ)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
19:00～秋の地域運転者講習会(はあとぴあ)

19:00～秋の地域運転者講習会(美浜東小学校)

  8:00～福井しあわせ元気国体【ボート競技】
　　　　　　　　　　(県立久々子湖漕艇場)～3日

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:30～｢こころの相談室｣※障がい者(児)相談
　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)

  9:00～福井しあわせ元気国体【軟式野球】
　　　　　　　(総合運動公園野球場)～6日、8日

  8:00～ハートフル朝市(久々子水神公園広場)

体育の日

13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:00～司法書士法律相談(はあとぴあ)

  9:30～保育園開放(みずうみ保育園)

10:00～6～8か月児教室(はあとぴあ)
13:30～育児学級(はあとぴあ)

  7:00～住民健診[胃･大腸がん検診]
　　　　　　　　　　※胃完全予約制(はあとぴあ) 
  9:30～保育園開放(あおなみ保育園)
13:00～住民健診[大腸･子宮･乳がん検診]
　　　　　　　　　　　　　　　　　(はあとぴあ)  

  8:00～ハートフル朝市(久々子水神公園広場)
  8:10～障害者スポーツ大会【ゲートボール】
　　　　　　　　　(西郷健康ひろば屋内運動場)
  8:30～ごみ(可燃･生･不燃･資源)休日受入
　　　　　　　　　　   (～12:00 エコクル美方)

  9:30～保育園開放(せせらぎ保育園)
10:00～住民健診[生活習慣病予防健診、肝炎、
　　　　     肺･大腸･前立腺がん検診]
　　　　　　　　　(菅浜農業構造改善センター)
13:00～心配ごと相談(はあとぴあ)
13:30～住民健診[生活習慣病予防健診、肝炎、
　　　   肺･大腸･前立腺がん検診]
　　　　　　　　　　(竹波原子力防災センター)
15:00～住民健診[生活習慣病予防健診、肝炎、
　　　　肺･大腸･前立腺がん検診]  (丹生公民館)


